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こ
と
は
な
か

な
か
で
き
な

い
。学

生
は
、

新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
後

に
帰
っ
て
く

る
、
明
る
い

キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
期

待
し
て
も
う

少

し

我

慢

だ
。
苦
慮
し

て
い
る
後
輩

学

生

に

対

し
、
修
学
支

援
募
金
な
ど
を
活
用
し
て
応

援
の
輪
を
広
げ
て
い
る
校
友

が
増
え
て
き
て
い
る
。

感
染
対
策
の
徹
底
で
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
会
話

の
自
粛
な
ど
、
学
友
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

さ
を
感
じ
る
校
友
も
多
か
っ

た
。９

月

日
か
ら
後
学
期
授

業
が
始
ま
っ
た
。
実
験
・
実

習
・
演
習
科
目
の
一
部
、
１

年
生
の
講
義
科
目
の
一
部
な

ど
で
対
面
授
業
が
再
開
し

た
。
と
は
い
え
一
般
の
講
義

科
目
は
原
則
遠
隔
授
業
。
い

つ
も
よ
り
学
生
数
は
か
な
り

少
な
い
。
そ
の
上
ウ
イ
ル
ス

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
や

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
収
穫

祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
と
ん

ど
中
止
に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
東
京
農
大
Ｏ
Ｂ
や
地
域

の
人
々
と
現
役
学
生
の
交
流

も
難
し
く
な
り
、
も
ど
か
し

業
を
受
け
る
。
同
宣
言
解
除

後
は
院
生
や
学
部
４
年
生
の

入
構
が
一
部
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
段
階
的
に

緩
和
の
方
向
が
示
さ
れ
た

が
、
そ
れ
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
入
構
は
大
き
く
制
限
さ

れ
、
前
学
期
中
は
通
常
の
対

面
授
業
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
広
が
り
、
４
月
７
日

に
７
都
府
県
で
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
の
に
伴

い
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
が
入
構

禁
止
と
な
っ
た
。
授
業
は
５

月

日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
遠
隔
授
業
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
。
学
生
は
登
校
せ
ず

に
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
授

が
定
ま
っ
た
。

総
会
の
議
決
日
は
８
月


日
。
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
会
議
室
で
令
和
元
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

令
和
２
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
た

（
２
面
に
決
算
・
予
算
）
。

議
長
に
群
馬
県
支
部
長
の

反
町
功
夫
氏
（
昭

畜
）
を

選
出
、
反
町
議
長
が
浅
野
康

之
氏
（
昭

林
）
、
小
畑
幹

夫
氏
（
昭

造
）
を
議
事
録

署
名
人
に
指
名
し
た
。

代
議
員
１
９
４
人
か
ら
書

面
に
よ
る
意
思
表
示
が
あ

り
、
上
程
さ
れ
た
全
３
議
案

が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
「
令
和
２
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
の
承
認
に
関
す
る
件
」
で

は
若
い
世
代
の
参
画
を
進
め

る
た
め
、
青
年
部
会
の
設
立

に
対
す
る
支
援
を
盛
り
込
ん

だ
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の

安
全
・
安
心
を
第
一
に
活
動

し
て
い
く
と
し
た
。

第
３
号
議
案
「
東
京
農
業

大
学
校
友
会
顧
問
推
挙
の
承

認
に
関
す
る
件
」
は
、
校
友

会
前
会
長
の
三
好
吉
清
氏
の

顧
問
へ
の
推
挙
が
承
認
さ
れ

た
。

令
和
２
年
度
東
京
農
業
大

学
校
友
会
通
常
総
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、
総
会
議

案
書
を
全
国
の
全
代
議
員
に

送
付
し
、
書
面
で
の
意
思
表

示
に
よ
り
議
決
が
行
わ
れ

た
。
２
年
度
は
、
青
年
部
の

設
立
を
支
援
す
る
方
針
な
ど

募
金
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
「
払
込
取
扱
票
」

（
校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
同
封
）
で
お
振
り
込

み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
校
友

会
本
部
に
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し
た
協
力

者
の
ご
芳
名
を

面
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

陸
上
競
技
部
男
子
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
の

選
手
強
化
へ
の
強
力
な
後
押
し
と
な
る
よ

う
、
「
箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン

大
相
撲
秋
場
所
で
初
優
勝
し
た
、
わ
が
東
京
農
業
大

学
校
友
の
正
代
関
は
９
月

日
に
大
関
に
昇
進
し
た


（
詳
細
は

面
に
掲
載
）

母
校
・
東
京
農
業
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
４
月

日
か
ら
入
構
禁
止
に
な
り
、
か
つ
て
な
い
閑
散
と
し
た
空
間
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
学
外
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
見
回
す
と
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
人
っ
子
一
人
見
当
た
ら
な
い
。
普
段
な
ら
部
活
で

強
靭
（
き
ょ
う
じ
ん
）
な
肉
体
と
大
き
な
声
が
飛
び
交
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
静
ま
り
か
え
り
、
校
友
が
青
春
時
代
を
過
ご
し
て

き
た
キ
ャ
ン
パ
ス
は
様
変
わ
り
し
て
い
た
。
後
学
期
に
な
っ
て
対
面
授
業
が
始
ま
っ
て
も
、
学
生
同
士
の
語
ら
い
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
は
以
前
の
よ
う
に
は
戻
っ
て
き
て
い
な
い
。

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
前
学
期

は
人
影
も
見
え
な
か
っ
た
㊤
が

後
学
期
に
な
っ
て
徐
々
に
学
生

が
戻
っ
て
き
た
㊨
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第128号

校友会通常総会は書面議決校友会通常総会は書面議決
青年部会の

設立を支援
三好吉清顧問萬歳章会長

協
力
者
ご
芳
名


面
に
掲
載

東京農大校友会の

ホームページは下の

ＱＲコー

ドから閲

覧できま

す。

正
代
関

初
Ｖ

大
関
に

少
し
ず
つ
活
気
が
戻
る

感染拡大防止に向けた行動は「生きる」を支える行動となり
ます。正門前の立て看板で、大学は入構制限の意義を訴
えていた

後学期には新型コロナウイルス対策を取りながら屋外での実
習も始まった

☆

第128号（１） 令和２年11月１日
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が
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
内
定
取
得
の
割
合

が
例
年
よ
り
若
干
低
め
で
推

移
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
高
ま
る
と
予
想
し
て
い
ま

す
。校

友
の
皆
さ
ま
の
、
さ
ら

な
る
就
職
支
援
・
ご
協
力
を

引
き
続
き
お
願
い
致
し
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー



社
で
開
催
し
、
こ
こ
か
ら

内
定
に
つ
な
が
っ
た
学
生
も

出
て
い
ま
す
。

今
期
の
就
職
内
定
率
は
、

例
年
よ
り
１
カ
月
程
度
遅
れ

て
い
ま
す
。
本
学
は
、
公
務

員
を
志
望
す
る
学
生
も
多

く
、
公
務
員
・
教
員
採
用
試

験
は
日
程
を
延
期
し
て
実
施

と
な
っ
た
た
め
、
進
路
決
定

が
学
生
に
寄
り
添
い
、
納
得

で
き
る
就
職
活
動
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
続
け
て
い
ま

す
。
５
月
以
降
は
、
農
大
生

を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る

企
業
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
企

業
セ
ミ
ナ
ー
を
４
回
、
延
べ

こ
の
時
期
、
学
内
で
は
学

生
の
入
構
制
限
が
あ
っ
た
た

め
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

支
援
は
４
月
中
旬
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
を
主
軸
に
進
路
相

談
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
添

削
、
面
接
練
習
な
ど
９
月
末

ま
で
に
延
べ
１
９
０
５
件
に

対
応
し
ま
し
た
。

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談

も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
相
談
を
通
じ
て
感
じ
る

の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
私

た
ち
の
予
想
以
上
に
孤
独
に

就
職
活
動
し
て
い
る
学
生
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
職
員

令
和
３
年
３
月
卒
業
・
修

了
予
定
者
の
就
職
・
採
用
活

動
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
、
企
業
は
緊

急
事
態
宣
言
下
で
の
採
用
活

動
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
早
期
選
考
を
進
め
た
企
業

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
内
定

を
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
は
オ
ン
ラ
イ

ン
を
導
入
し
て
選
考
を
継
続

し
た
企
業
と
、
情
報
環
境
の

整
備
が
間
に
合
わ
ず
完
全
に

休
止
し
た
企
業
に
二
分
化
さ

れ
ま
し
た
。

す
る
機
会
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
英
会
話
、
オ
ン
ラ
イ
ン

語
学
留
学
、
ｅ
－
サ
マ
ー
コ

ー
ス
な
ど
の
新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
セ
ン

タ
ー
】

期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム｣｢

長
期

交
換
留
学｣

な
ど
の
国
際
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
今
年
度
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
も
、
学
生
が
コ

ロ
ナ
禍
収
束
後
に
再
開
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
て
準
備

個
別
相
談
、
遠
隔
授
業
履
修

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
数
々
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
多
く
の
本
学

学
生
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動

の
機
会
を
提
供
し
て
い
る

｢

世
界
学
生
サ
ミ
ッ
ト｣｢

短

不
安
を
抱
え
孤
立
し
て
し
ま

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
資
料

英
訳
、
政
府
や
大
学
か
ら
発

表
さ
れ
る
情
報
の
提
供
と
解

説
、
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
、

オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
講
座
、

で
来
日
準
備
を
進
め
て
い
た

新
入
留
学
生
や
一
時
帰
国
し

て
い
た
留
学
生

人
が
、
日

本
の
水
際
対
策
強
化
措
置
で

来
日
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。グ

ロ
ー
バ
ル
連
携
セ
ン
タ

ー
は
、
遠
隔
授
業
と
い
う
慣

れ
な
い
状
況
下
で
留
学
生
が

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
的
に
拡
大
し
た
２
～
３
月

は
春
季
休
業
期
間
で
、
母
国

本
学
に
は
現
在

カ
国
・

地
域
２
１
２
人
の
留
学
生
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

に
よ
り
今
年
度
は
中
止
と
な

っ
た
。

東
京
農
大
貢
献
賞


創
立
１
２
５
周
年
の
平
成


年
に
始
ま
り
４
年
目
。
社

会
貢
献
や
学
術
的
な
功
績
で

東
京
農
業
大
学
の
名
声
を
高

め
た
教
員
を
表
彰
す
る
。

ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞


教
育
の
質
的
向
上
に
貢
献

し
た
教
員
を
表
彰
す
る
。
授

業
の
内
容
、
教
授
方
法
に
優

れ
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
高
得

点
を
得
た
教
員
。
今
年
で
３

年
目
。

ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞


授
業
の
進
め
方
や
評
価
方

法
に
特
徴
的
な
取
り
組
み
が

あ
り
、
学
部
学
科
な
ど
の
特

徴
化
に
貢
献
し
た
教
員
を
表

彰
す
る
。
同
じ
く
学
生
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
使
用
さ
れ

る
。
今
年
で
２
年
目
。

の
松
林
尚
志
教
授
ら
６
人
、

ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞
は
教

職
課
程
の
武
田
晃
治
教
授
が

受
賞
し
た
。

表
彰
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

２
０
２
０
年
度
の
東
京
農

大
貢
献
賞
は
北
方
圏
農
学
科

の
相
馬
幸
作
教
授
が
受
賞
し

た
＝
７
面
に
研
究
内
容
を
掲

載
。
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

賞
に
は
生
物
資
源
開
発
学
科

る
日
が
来
る
こ
と
が
待
ち
遠

し
い
」
と
語
っ
た
。

に
立
て
て
う
れ
し
い
。
ま
た

早
く
学
生
た
ち
と
活
動
で
き

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
患
者

を
受
け
入
れ
、
緊
張
感
が
続

く
中
、
こ
の
よ
う
な
お
力
添

え
は
心
強
い
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
た
。

今
回
贈
呈
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
、
本
来
な
ら
、
デ
ザ

イ
ン
農
学
科
１
年
生
実
習
に

使
用
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
育
て
た
同
学

科
の
御
手
洗
洋
蔵
助
教
は

「
新
入
生
と
芋

掘
り
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は

残
念
だ
が
、
収

穫
し
た
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
食
品
ロ

ス
に
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
に
加

え
、
地
域
の
役

東
京
農
大
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
の
畑
で
収
穫
さ
れ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
が
７
月

日
、
厚
木

市
立
病
院
に
贈
呈
さ
れ
た
。

贈
呈
式
は
病
院
内
で
行
わ

れ
、
髙
野
克
己
学
長
が
医
療

従
事
者
の
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
共
に
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
同
病
院
の
長
谷
川
節
院

長
に
手
渡
し
た
。

長
谷
川
院
長
は
「
新
型
コ

の
た
め
の
学
問
を
排
し
、
産

業
界
か
ら
遊
離
し
な
い
実
学

研
究
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
。

「
稲
の
こ
と
は
稲
に
聞
け
、

農
業
の
こ
と
は
農
民
に
聞

け
」
は
、
今
も
農
大
に
お
け

る
教
育
研
究
の
精
神
的
支
柱

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
人
物
を
畑
に
還
す
」
と
、

農
業
後
継
者
・
地
域
社
会
の

担
い
手
の
養
成
を
目
指
し
、

さ
ら
に
、
「
農
学
栄
え
て
農

業
亡
ぶ
」
と
い
う
警
世
の
句

を
残
し
て
教
育
研
究
は
学
問

横
井
先
生
は
教
育
理
念
を

「
実
学
主
義
」
に
お
き
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内

「
農
大
の
森
」
に
設
置
さ
れ

て
い
た
、
本
学
の
建
学
の
理

念
を
築
い
た
初
代
学
長
の
横

井
時
敬
先
生
の
胸
像
が
６
月


日
、
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ

ー
ト
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
移
設
さ
れ
た
。

農大サイエンスポート

に移設された横井先生

の胸像。台座には「稲

のことは稲に聞け、農

業のことは農民に聞

け」と刻まれている

東京農大公式アカウン

ト（、

、、

、、など）

により、大学に関する情

報や、本学関係

者の取り組みな

どを主に発信し

ています。

毎日更新して

いるのでフォロ

アー、閲覧数も

増加していま

す。今後は｢東

京農大トレン

ド」として、東

京農大関連のＳ

ＮＳやハッシュ

タグを集めたサ

イトを公開予定

です。複数者か

らの投稿ですの

で、視点や内容

が異なり、本学の取り組

みをリアルに、より身近

に感じることができるよ

うになります。ぜひ、ご

確認ください。://

/ 【企画広報室】

校友会通常総会で承認された決算・予算

令和元年度決算

一般会計

予納金特別会計

基本金特別会計

｢箱根駅伝への道｣

特別会計

令和２年度予算

一般会計

予納金特別会計

基本金特別会計

｢箱根駅伝への道｣

特別会計

収入総額

支出総額

差引残高

翌年度繰越金

収入総額

支出総額

翌年度繰越金

収入総額

支出総額

翌年度繰越金

収入総額

支出総額

翌年度繰越金

収入総額

支出総額

翌年度繰越金

収入総額

支出総額

翌年度繰越金

収入総額

支出総額

翌年度繰越金

収入総額

支出総額

翌年度繰越金

101,468,997円

89,864,474円

11,604,523円

11,604,523円

375,600,000円

71,775,000円

303,825,000円

235,113,760円

0円

235,113,760円

8,288,766円

4,536,086円

3,752,680円

101,635,023円

101,635,023円

0円

380,075,000円

71,200,000円

308,875,000円

235,133,760円

0円

235,133,760円

10,252,780円

6,500,100円

3,752,680円

東京農業大学の

ホームページは、

右のＱＲコードか

ら閲覧

できま

す。

2020年度「東京農大貢献賞」受賞者
生物産業学部 北方圏農学科 相馬 幸作 教授

2020年度「東京農大ベストティチャー賞」受賞者
農学部

応用生物科学部

生命科学部

地域環境科学部

国際食料情報学部

生物産業学部

生物資源開発学科

醸造科学科

バイオサイエンス学科

地域創成科学科

国際食農科学科

北方圏農学科

松林 尚志 教授

鈴木 敏弘 助教

尾畑 やよい 教授

浅井 俊光 准教授

望月 洋孝 助教

下井 岳 准教授

2020年度「東京農大ベストレクチャー賞」受賞者
教職課程 武田 晃治 教授

長谷川院長にジャガイモを手渡
す髙野学長㊨

貢献賞に相馬教授
ベストティーチャー･
レクチャー賞も決まる

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
取
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
市
立
病
院
に

横井先生像

お引っ越し

横井先生像

お引っ越し

サイエンスポートに

学
生
に
寄
り
添
い
就
活
支
援

留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

誰
も
が
安
心
し
て

学
べ
る
よ
う
に

農大が公式アカウント

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信

第128号 （２）令和２年11月１日
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儰
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

保
、
建
物
の
自
動
換
気
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
換
気
に
加
え
、

授
業
終
了
後
な
ど
一
定
時
間

ご
と
に
窓
を
開
け
て
の
換
気

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
事
中
の
会
話
自

粛
の
徹
底
や
、
飛
沫
（
ひ
ま

つ
）
防
止
パ
ネ
ル
や
シ
ー
ト

を
食
堂
や
窓
口
に
設
置
す
る

な
ど
、｢

新
し
い
生
活
様
式｣

に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
に
応
じ
た
各
種
の
措
置
を

講
じ
感
染
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付

き
の
学
生
証
を
利
用
し
た
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
の
入
退
記
録
、

授
業
受
講
時
の
座
席
指
定
や

各
研
究
室
へ
の
入
退

記
録
な
ど
を
実
施

し
、
感
染
者
が
発
生

し
た
際
に
、
濃
厚
接

触
者
を
迅
速
に
特
定

で
き
る
よ
う
な
対
策

に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

【
大
学
総
務
課
】

に
関
す
る
基
本
的
な
対
策
を

徹
底
し
て
い
ま
す


教
室


研
究
室
や
食
堂
な
ど
学
生
た

ち
が
集
ま
る
場
所
で
は
、
座

席
数
の
削
減
や
制
限
を
行
う

こ
と
で
身
体
的
距
離
を
確

併
用
す
る
の
で
、
キ
ャ
ン
パ

ス
入
構
の
際
に
は
、
設
置
し

た
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど

で
検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
指
の
消
毒
な
ど
感
染
防
止

も
、
段
階
的
に
制
限
を
緩
和

･

拡
大
し
な
が
ら
教
育
研
究

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

後
学
期
が
始
ま
り
、
授
業

は
対
面
授
業
と
遠
隔
授
業
を

本
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
発
生
以
来
、

入
構
や
教
育
研
究
活
動
に
係

る｢

行
動
指
針｣

を
定
め
、
感

染
防
止
対
策
を
強
化
し
つ
つ

向
通
信
で
実
施
し
ま
し
た
。

遠
方
か
ら
参
加
し
た
保
護

者
か
ら
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
は
感
染
防
止
や
会

場
ま
で
出
向
く
時
間
の
節
約

に
な
り
、
参
加
す
る
側
の
負

担
が
少
な
く
て
済
み
ま
し

た｣

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
初

の
試
み
で
し
た
が
、
今
後
の

教
育
懇
談
会
の
あ
り
方
の
一

つ
と
し
て
新
た
な
る
可
能
性

を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
た

開
催
と
な
り
ま
し
た
な
お



月
に
は
、
地
方
懇
談
会
に

代
わ
り
２
回
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
懇
談
会
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
大
学
総
務
課


会
」
は
、
３
部
構
成
で
、
第

１
部
の
「
全
体
懇
談
会｣

は


ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
り
、
藪
野

教
育
後
援
会
長
お
よ
び
髙
野

学
長
の
あ
い
さ
つ
、
大
学
全

体
に
関
す
る
教
育
活
動
の
報

告
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
活
動
の

報
告
な
ど
を
中
心
に
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
ラ
イ
ブ
配

信
。
第
２
部
の
「
学
科
別
報

告
会
」
は
、
各
学
科
に
よ
る

学
科
紹
介
や
教
員
紹
介
な
ど

を
中
心
と
し
た
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

の
双
方
向
通
信
。
第
３
部
の

「
学
科
別
懇
談
会
」
は
、
学

科
教
員
や
研
究
室
教
員
と
の

面
談
を
第
２
部
同
様
に
双
方

７
月
４
日
に
「
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
懇
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
１
５
１
４
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
例

年
は
、
世
田
谷
、
厚
木
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
懇
談

学
び
を
あ
き
ら
め
て
ほ
し
く

な
い
。
「
生
き
る
」
を
支
え

る
学
び
を
全
う
し
て
ほ
し

い
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
の
支
援
を
困
窮
し
て
い
る

学
生
に
向
け
て
い
き
ま
す
。

【
企
画
広
報
室
】

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

う
学
生
支
援
募
金
















/

）

を
設
け
ま
し
た
。
誰
一
人
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
原
因
で

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
が
途
絶
え

て
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

学
生
へ
の
救
済
措
置
と
し

て
、
本
学
は
学
部
学
生
全
員

に
一
律
５
万
円
の
緊
急
修
学

支
援
奨
学
金
を
支
給
し
ま
し

た
。日

本
経
済
の
停
滞
は
長
期

化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
学
業
の
継
続
が
難

し
く
な
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
に
対

し
て
、
国
に
よ
る
学
生
支
援

緊
急
給
付
金
給
付
事
業


「
学
び
の
継
続
」
の
た
め
の

『
学
生
支
援
緊
急
給
付
金


各
都
道
府
県
市
町
村
独
自
の

緊
急
奨
学
金
に
よ
る
支
援
な

ど
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

本
学
も
そ
う
し
た
人
の
た

め
に
、
今
回
の
緊
急
修
学
支

援
奨
学
金
と
は
別
に
「
修
学

支
援
募
金
」
（
新
型
コ
ロ
ナ

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
た
め

の
通
信
環
境
整
備
の
負
担
や

を
願
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
構
し
対
面

授
業
を
受
講
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
学
生
は
、
不
利
益
が

な
い
よ
う
な
措
置
を
と
り
ま

す
。

【
企
画
広
報
室
】

れ
の
環
境
に
応
じ
た
行
動
制

限
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ

平
常
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

に
は
程
遠
い
も
の
で
す
。
し

か
し
状
況
を
し
っ
か
り
と
見

定
め
な
が
ら
健
康
を
守
り


よ
り
質
の
高
い
学
び
の
実
現

構
内
で
は
、
マ
ス
ク
の
原

則
着
用
、
手
指
消
毒
、
教
室

で
の
座
席
指
定
、
会
話
を
避

け
た
飲
食
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

行
動
制
限
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
験
室
、
研
究

室
、
付
属
施
設
な
ど
そ
れ
ぞ

も
の
が
あ
る
だ
け
に
、
心
苦

し
い
状
況
で
し
た
。

後
学
期
授
業
（
９
月

日

開
始
）
は
①
講
義
科
目
は
原

則
、
遠
隔
授
業
（
主
に
オ
ン

デ
マ
ン
ド
型
）
で
実
施
し
、

学
内
の
感
染
防
止
策
を
徹
底

し
た
上
で
②
実
験
・
実
習
・

演
習
な
ど
の
一
部
科
目
を
対

面
授
業
で
再
開
し
て
い
ま
す

（
遠
隔
授
業
と
の
併
用
あ

り
）
。

演
習
だ
け
で
は
な
く
、
教
職

員
、
先
輩
や
後
輩
、
同
級
生

と
語
り
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
す
る
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
、
さ
ら
に
は
地
域

や
現
場
の
方
々
と
の
交
流
か

ら
得
ら
れ
る
学
び
も
大
き
い

前
学
期
は
全
て
の
授
業
が

遠
隔
授
業
と
な
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
入
構
も
大
き
く
制

限
さ
れ
ま
し
た
。
意
欲
に
燃

え
た
学
生
が
教
員
の
「
知
の

成
果
」
を
受
け
取
り
発
展
さ

せ
る
講
義
、
実
験
・
実
習
・

詳細は同封のリーフレット、ホ

ームページでご確認ください。

＜お問い合わせ先＞

東京農業大学

大学総務部大学総務課







１．寄付開始日 令和２年６月

２．募集金額 １口 10000円

３．寄付対象者 個人・企業・団体

４．寄付方法 ①銀行振り込み

②ホームページからクレジットカード

※税制上の優遇措置の対象になります。

東
京
農
業
大
学｢

修
学
支
援
募
金｣

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

学
生
支
援
募
金
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

東
京
農
業
大
学

学
長

髙
野
克
己

募金の内容

東
京
農
業
大
学
で
は
、
教

育
研
究
の
理
念
で
あ
る
「
実

学
主
義
」
の
も
と
、
「
生
き

る
」
を
支
え
る
た
め
の
教
育

・
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

世
界
中
で

猛
威
を
振
る

う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡

大
す
る
中
、
本
学
は
、
「
学

生
と
教
職
員
の
健
康
と
生
命

を
守
る
」
「
教
育
・
研
究
で

使
用
す
る
生
き
物
を
大
切
に

す
る
」
「
学
生
と
教
職
員
へ

の
教
育
・
研
究
の
場
を
提
供

す
る
」
「
社
会
の
一
員
と
し

て
の
使
命
を
果
た
す
」
を
優

先
事
項
と
し
て
対
策
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、
家

計
支
持
者
の
収
入
や
学
生
の

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
減
少
な

ど
経
済
面
に
も
及
び
、
学
生

の
修
学
継
続
に
対
す
る
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
本
学
と
し
ま
し
て
は
、

学
生
を
経
済
的
な
面
か
ら
も

支
え
る
た
め
、
学
部
生
全
員

を
対
象
に
一
律
５
万
円
の
緊

急
修
学
支
援
奨
学
金
の
給
付

と
し
て
、
総
額
約
６
億
円
を

超
え
る
財
政
支
出
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
さ

ら
な
る
支
援
の

拡
大
と
学
生
が

継
続
し
て
教
育

・
研
究
活
動
に

取
り
組
め
る
よ

う
に
、
東
京
農
業
大
学
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
学
生
支
援
募

金
」
を
設
け
ま
し
た
。

な
に
と
ぞ
校
友
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

オンライン教育懇談会第１部全体懇談会であ
いさつする髙野学長

教
室
内
の
座
席
数
を
削
減

キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
時
の
検
温
・

入
構
チ
ェ
ッ
ク

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
前

世田谷キャンパスでようやく見られるよ
うになった実験をする学生

コロナ禍に学生守る
大学が多様な対応策

前
学
期
は
全
て
遠
隔
授
業
に

後
学
期

一
部
対
面
戻
る

修
学
支
援
に

奨
学
金
支
給

学
び
あ
き
ら
め
な
い
で

保 護 者 ら
人参加

教
育
懇
談
会
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

感
染
防
止
対
策
万
全
に

指
針
定
め
あ
の
手
こ
の
手
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入
江
憲
治
教
授
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
の
ア
ブ
ラ
ナ
属
野

菜
遺
伝
資
源
の
多
様
性
と
特

性
解
明
の
研
究
を
紹
介
。
農

研
機
構
・
次
世
代
作
物
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
上
級
研
究
員

の
宇
賀
優
作
氏(

平

開)

は

根
を
改
良
し
て
干
ば
つ
に
強

い
稲
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
の
同
大
学
院
国
際

農
業
開
発
学
専
攻
の
射
場
木

萌
春
さ
ん
は
、
国
際
稲
研
究

所
（
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
）
で
の
研
究

や
ザ
ン
ビ
ア
で
の
活
動
を
発

表
し
た
。

ま
ず
は
農
村
の

開
発
を
進
め
る

第
４
回
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

上
級
開
発
・
解
決
官
の
荒
木

亜
礼
譜
氏
（
平

院
開
修
）

が
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
＝
写
真
右
（
前

列
右
）
。

荒
木
氏
は
開
発
途
上
国
の

貧
困
や
難
民
の
実
情
を
報
告

し
た
後
、
ま
ず
農
業
・
農
村

開
発
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

と
述
べ
、
国
際
協
力
に
は
専

門
性
が
重
要
と
力
説
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
菊
地
由

起
子
氏
（
平

開
）
ら
２
人

が
報
告
し
た
。

協
力
隊
や
技
術
専
門
家
と
し

て
ネ
パ
ー
ル
で
経
験
し
た
こ

と
を
語
っ
た
後
、
国
際
協
力

の
専
門
家
に
と
っ
て
は
分
野

・
課
題
専
門
力
や
総
合
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
な
ど
の
資
質
や

能
力
が
必
要
と
強
調
。
専
門

家
を
育
て
る
た
め
の
研
修
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

現
役
の
青
年
海
外
協
力
隊

員
も
参
加
し
、
東
京
農
大
大

学
院
国
際
農
業
開
発
学
専
攻

の
吉
浦
諒
子
さ
ん
（
ア
フ
リ

カ
・
ベ
ナ
ン
に
派
遣
）
ら
３

人
が
海
外
で
活
動
し
た
体
験

を
報
告
し
た
。

多
様
な
国
知
り

視
野
を
広
げ
る

第
２
回
は
、
五
野
日
路
子

助
教
が
ゼ
ロ
ハ
ン
ガ
ー
（
飢

餓
ゼ
ロ)

の
活
動
に
つ
い
て


さ
ま
ざ
ま
な
国
の
こ
と
を
知

り
、
視
野
を
広
げ
、
大
き
な

心
・
柔
軟
な
発
想
で
国
際
協

力
に
取
り
組
ん
で
と
、
参
加

者
に
期
待
し
た
。

そ
の
後
、
同
大
学
院
国
際

農
業
開
発
学
専
攻
で
国
際
協

力
の
研
究
を
し
て
い
る
カ
レ

ラ
・
デ
ィ
ッ
サ
ナ
ヤ
ー
ク
さ

ん
（
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
、
日

本
で
研
究
）
ら
４
人
が
研
究

の
成
果
を
発
表
し
た
。

先
端
技
術
で

問
題
を
解
決

第
３
回
の
テ
ー
マ
は
「
途

上
国
の
農
業
問
題
を
先
端
技

術
で
解
決
」
。

「
国
際
協
力
に
関
す
る
現

場
の
声
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん

か
？｣

国
際
農
業
開
発
学
科

は
７
月

日
、
８
月
９
、


日
、
９
月
６
日
の
４
回
、
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ

た
。
国
際
協
力
に
興
味
を
持

つ
高
校
生
や
、
東
京
農
業
大

学
独
自
の
長
期
履
修
制
度
に

関
心
が
あ
る
学
生
ら
、
約
２

０
０
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
同
学
科
の
先
生
の

他
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所(

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ)

や
国

際
協
力
機
構(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

で

活
躍
す
る
卒
業
生
、
東
京
農

大
大
学
院
生
、
現
役
の
青
年

海
外
協
力
隊
員
ら
が
務
め

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
語
学

は
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
た
の

か
」
「
コ
ロ
ナ
禍
で
国
際
協

力
は
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。

専
門
家
に
必
要
な

資
質
や
能
力
説
明

第
１
回
は
、
志
和
地
弘
信

教
授
が
、
自
身
が
青
年
海
外

室
）
が
あ
る
。
食
品
工
場
と

同
等
の
衛
生
管
理
が
で
き
る

本
格
的
施
設
だ
。
２
、
３
階

は
生
物
系
・
化
学
系
の
実
験

室
。
電
子
顕
微
鏡
な
ど
、
実

験
器
具
を
使
用
し
た
微
細
な

作
業
も
室
内
に
あ
る
多
く
の

大
型
画
面
で
拡
大
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

地
上
３
階
建
て
で
延
べ
床

面
積
は
２
３
０
１
平
方
㍍
。

省
エ
ネ
な
ど
環
境
に
配
慮
し

た
建
物
と
し
て
各
種
制
度
の

認
証
も
受
け
て
い
る
。

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
実
験
実

習
棟
は
、
農
学
部
の
コ
ン
セ

プ
ト
「
理
論
と
実
践
の
一
体

化
」
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

農
学
系
の
最
先
端
の
設
備
を

備
え
て
い
る
。

１
階
に
は
食
品
加
工
施
設

（
乳
加
工
実
習
室
、
肉
加
工

実
習
室
、
農
産
加
工
実
習

て
い
た
研
究
が
一
つ
の
部
屋

に
入
っ
た
。
そ
の
た
め
実
験

の
話
な
ど
で
交
流
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

他
の
研
究
室
と

の
交
流
も
あ

る
」
と
新
し
い

施
設
に
満
足
し

て
い
る
。

吹
き
抜
け
の

階
段
踊
り
場
な

ど
に
共
有
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス

も
多
く
、
学
生

や
院
生
の
触
れ

合
い
の
場
に
も

な
る
。
各
学
生
の
距
離
感
も

ず
っ
と
身
近
に
な
っ
た
。

１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
入
っ
て
す
ぐ
の
階
段

が
こ
の
施
設
の
象
徴
的
存
在

だ
。
単
に
階
段
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
１
０
０
人
以
上
が

着
席
可
能
な
話
し
合
い
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

地
下
１
階
、
地
上
８
階
、

東
西
が
１
２
０
㍍
を
超
え
る

巨
大
な
施
設
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
の
た
め
、
こ
の
研
究

棟
に
も
学
生
は
ま
だ
少
な

い
。
コ
ロ
ナ
後
の
日
常
が
戻

っ
て
き
た
と
き
、
こ
の
施
設

の
真
価
が
発
揮
さ
れ
る
。

生
化
学
研
究
室
に
所
属
す
る

中
川
晃
貴
さ
ん
（
院
化
博
前

２
）
は
「
い
く
つ
か
分
か
れ

る
。
同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

の
う
ち
、
研
究
室
に
所
属
す

る
３
年
生
以
上
の
学
部
生
と

院
生
の
４
０
０
０
人
以
上
が

こ
の
研
究
棟
で
過
ご
す
。

各
研
究
室
は
大
き
な
ガ
ラ

ス
で
廊
下
に
面
し
て
い
る
な

ど
、
開
か
れ
た
施
設
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
全
研
究
室
が

同
じ
建
物
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
専
門
分
野
を
横
断
し
た

研
究
や
研
究
室
同
士
の
協
力

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
栄
養

農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト

に
は
、
世
田
谷
の
４
学
部


学
科

研
究
室
が
入
っ
て
い

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
験
実
習
棟
が
令
和
元
年
９
月

に
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
研
究
棟
「
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
（
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ

ー
ト
）
」
が
２
年
４
月
に
始
動
。
実
験
・
実
習
の
拠
点

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
研
究
成
果
の
発
信

施
設
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

厚
木
の
実
験
実
習
棟
㊤
の
１
階

に
は
農
産
加
工
実
習
室
㊨
（
令

和
元
年
撮
影
）

志和地教授㊨は国際協力の道に進むための方
法を具体的に解説した（写真＝国際熱帯農業
研究所・ナイジェリアで）

国際農業
開発学科

国
際
協
力
で
現
場
の
声

オ
ン
ラ
イ
ン
で
セ
ミ
ナ
ー

パキスタンのＵＮＨＣＲで活躍する
荒木上級開発・解決官（前列右）

世田谷･厚木キャンパスに新校舎

厚

木

実
験
実
習
棟

世
田
谷

農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト

東京区内最大級の教育研究施設・農大サイエンス
ポート

「きれいで使いやすい」と評判の実験室

プレゼンテーションなどへの活用が期待される
象徴的な大階段

階段の吹き抜け空間には交流スペース

第128号 （４）令和２年11月１日



部
、
生
命
科
学
部
、
地
域
環

境
科
学
部
、
国
際
食
料
情
報

学
部
、
生
物
産
業
学
部
）
の

説
明
会
も
７
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
、
東
京
農
大
を

目
指
し
て
い
る
多
く
の
高
校

生
が
参
加
し
た
。

必
修
。
入
学
す
る
学
生
の
多

く
は
キ
ャ
リ
ア
意
識
が
強

く
、
専
門
的
な
知
識
の
習
得

を
目
的
と
し
て
お
り
、
就
職

に
強
い
こ
と
も
東
京
農
大
の

大
き
な
特
徴
だ
。

さ
ら
に
東
京
農
大
６
学
部

（
農
学
部
、
応
用
生
物
科
学

た
。東

京
農
大
に
は
全
学
で
１

５
２
の
研
究
室
が
あ
り
、
３

年
生
か
ら
全
学
生
が
研
究
室

に
所
属
す
る
。
卒
業
論
文
は

初
め
に
大
学
の
歴
史
と
現

在
に
つ
い
て
紹
介
。
実
学
主

義
を
教
育
方
針
と
し
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
有
為
な
人
材

を
輩
出
し
続
け
て
い
る
と
し

東
京
農
業
大
学
を
目
指
そ

う
と
し
て
い
る
高
校
生
や
保

護
者
向
け
に
７
月

日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
大
学
の
説

明
会
が
行
わ
れ
た
。

授
が
香
り
、
食
品
化
粧
品


機
能
の
四
つ
の
学
問
領
域
を

説
明
、
そ
れ
ぞ
れ
を
研
究
す

る
香
り
の
化
学
研
究
室
、
食

の
化
学
研
究
室
、
化
粧
の
化

学
研
究
室
、
生
物
資
源
化
学

研
究
室
が
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
た
。

エ
ミ
ュ
ー
に

注
目
集
ま
る

北
方
圏
農
学
科
（
７
月


日
、
３
回
目
）
は
、
ラ
イ
ブ

中
継
で
エ
ミ
ュ
ー
牧
場
を
紹

介
。
網
走
市
に
は
エ
ミ
ュ
ー

が
約
１
４
０
０
羽
飼
育
さ
れ

て
お
り
、
肉
、
卵
、
脂
肪
が

と
れ
、
家
畜
に
な
り
う
る
有

望
な
動
物
資
源
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

食
香
粧
化
学
科
（
９
月


日
、
３
回
目
）
で
は
、
香
り

の
化
学
研
究
室
の
野
島
聡
教

し
た
。
大
学
入
学
者
選
抜
制

度
の
説
明
会
も
行
わ
れ
た
。

「
希
望
の
研
究
室
に
入
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
」
「
希
望
学
科
に
進
学
す

る
に
は
高
校
で
ど
の
よ
う
な

科
目
を
頑
張
れ
ば
よ
い
の

か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
が
寄
せ
ら
れ
、
担
当
教
職

員
が
丁
寧
に
答
え
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

７
月

、

日
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
キ
ャ
ン
パ
ス
４
学
科
で
、

８
月
２

日
９
月

日
は

３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
６
学
部


学
科
お
よ
び
教
職
・
学
術
情

報
課
程
で
各
日
各
学
科
３

回
催
さ
れ
た
。
学
科
の
概
要

説
明
や
毎
回
異
な
る
教
授
に

よ
る
模
擬
講
義
な
ど
が
行
わ

れ
、
多
く
の
高
校
生
が
視
聴

学
習
、
感
情
が
ど
の
よ
う
に

制
御
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ
未
開
拓

の
分
野
で
あ
る
と
し
、
分
子

生
物
学
、
行
動
薬
理
学
、
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
、
多
能
性
幹
細

胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
な
ど
の

手
法
を
使
っ
た
研
究
の
一
端

を
披
露
し
た
。

育
研
究
の
概
要
と
研
究
領

域
、
入
学
者
選
抜
情
報
、
卒

業
生
の
就
職
先
な
ど
を
紹
介

し
た
後
、
「
入
れ
る
大
学
で

は
な
く
、
入
り
た
い
大
学
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
大
学

で
何
を
や
り
た
い
か
。
社
会

に
出
て
何
を
し
た
い
か
で

す
」
と
強
調
し
た
。

模
擬
講
義
は
、
森
林
経
営

学
研
究
室
の
佐
藤
孝
吉
教
授

が
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら

「
森
林
と
人
間
の
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
関

係
」
の
構
築
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

９
月

日
に
行
わ
れ
た
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
（
同

日
２
回
目
）
の
模
擬
講
義
は

動
物
分
子
生
物
学
研
究
室
の

中
澤
敬
信
教
授
が
、
記
憶
や

人
と
森
林
の

共
生
を
説
明

人
と
森
林
の
共
生
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
森
林
総
合
科
学
科

（
８
月

日
、
１
回
目
）
で

は
、
江
口
文
陽
学
科
長
が
教

牛
の
霜
降
り

研
究
を
解
説

動
物
科
学
科
（
９
月

日

１
回
目)

の
模
擬
講
義
で
は


動
物
生
理
学
研
究
室
の
平
野

貴
教
授
が
、
牛
の
霜
降
り
形

質
と
遺
伝
子
に
つ
い
て
解

説
。
霜
降
り
の
評
価
基
準
や

遺
伝
子
、
そ
し
て
よ
り
お
い

し
い
霜
降
り
肉
に
す
る
た
め

の
研
究
な
ど
を
紹
介
し
た
。

林内作業とともに野生動物の研
究や測量についても学ぶ

和牛の枝肉断面。左から黒毛和
種、褐毛和種、日本短角種

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク

厚

木

世
田
谷

大
学･

学
部
説
明
会
も
社
会
に
有
為
な

人
材
を
輩
出

エ
ミ
ュ
ー
の
研
究
を
し
て
い
る

大
学
院
生

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
を
使
っ
た
研

究
も
紹
介
さ
れ
た
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文
投
稿
を
通
じ
て
成
果
を
積
極

的
に
世
界
に
発
信
し
、
東
京
農

大
に
卵
の
研
究
室
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
し
め
た
い
。
学
内
や
学

外
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
常
時
新
規
テ
ー
マ
の
探
索

も
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

・
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
６

階
の
応
用
生
物
科
学
部
農
芸
化

学
科
食
料
資
源
理
化
学
研
究
室

に
間
借
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

当
学
科
の
教
授
で
あ
る

井
良

政
先
生
と
二
人
三
脚
で
運
営
し

て
い
る
。
４
人
の
学
生
と
１
人

の
派
遣
社
員
が
卵
白
や
ゆ
で
卵

に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
を
担
当
し

日
々
実
験
に
い
そ
し
ん
で
い

る
。
実
社
会
に
役
立
つ
研
究
と

は
何
か
を
し
っ
か
り
学
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

あ
る
。

新
し
い
手
法
で
ユ
ニ
ー
ク
な

物
性
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
食

卓
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
が
、
同
時

に
特
許
出
願
、
学
会
発
表
、
論

ョ
ン
」
寄
付
研
究
部
門
を
開
設

し
た
。
期
間
は
３
年
間
で
あ

る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
鶏
卵

の
、
熱
凝
固
性
や
起
泡
性
と
い

っ
た
日
常
の
調
理
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
物
性
機
能
の
改
質
で

し
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
返
答
す
る

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
包

括
連
携
は
、

技
術
開
発
だ

け
で
な
く
、

世
の
中
に
役

立
つ
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や

シ
ス
テ
ム
の

構
築
も
探
索

し
て
い
く
。

令
和
２
年

４
月
１
日
に

は
、
包
括
連

携
協
定
の
一

環
と
し
て
東

京
農
大
と
キ

ユ
ー
ピ
ー
㈱

で
「
エ
ッ
グ

イ
ノ
ベ
ー
シ

の
設
立
を
構
想
し
て
い
る
。
野

菜
に
関
す
る
消
費
者
の
質
問
に

答
え
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成

新
た
な
加
工
技
術
開
発
、
お
い

し
さ
・
健
康
機
能
評
価
、
未
利

用
資
源
の
活
用
な
ど
を
、
共
同

研
究
と
い
う
形
で
進
め
て
い

る
。
す
で
に
共
同
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
は
「
水
稲
の
生
育
な
ら

び
に
食
味
に
対
す
る
卵
殻
施
用

の
効
果
」
「
卵
殻
膜
ペ
プ
チ
ド

の
摂
食
に
よ
る
皮
膚
へ
の
影

響
」
「
卵
白
の
加
熱
ゲ
ル
形
成

機
構
解
明
」
な
ど
が
完
了
し
て

い
る
。

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て

「
野
菜
科
学
研
究
会
（
仮
称)｣

ー
」
「
タ
マ
ゴ
の
キ
ユ
ー
ピ

ー
」
を
標
榜
し
て
い
る
。

サ
ラ
ダ
（
野
菜
）
と
卵
の
基

盤
研
究
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実

施
す
る
た
め
、
ま
た
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
健
康
寿
命
の
延

伸
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
食
を

通
じ
て
対
応
す
る
た
め
に
は
、

農
業
や
食
品
加
工
、
食
品
の
健

康
機
能
評
価
に
つ
い
て
幅
広
く

専
門
性
を
有
す
る
東
京
農
大
と

の
連
携
が
不
可
欠
と
判
断
し

た
。具

体
的
に
は
、
野
菜
と
卵
の

平
成

年
８
月
２
日
に
東
京

農
業
大
学
と
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱
は

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱
は
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
商
品
の
メ
ー

カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
グ
ル
ー
プ
は

５
事
業
分
野
（
調
理
・
調
味

料
、
サ
ラ
ダ
・
惣
菜
、
卵
、
フ

ル
ー
ツ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、

フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
）
で
幅
広

い
商
品
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
姿
と

し
て
「
サ
ラ
ダ
の
キ
ユ
ー
ピ

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
で
食
事

が
提
供
さ
れ
た
。
連
日
、
売
り

切
れ
る
ほ
ど
の
ご
好
評
を
い
た

だ
き
、
阿
見
町
と
そ
の
特
産
品

の
宣
伝
に
も
つ
な
が
っ
た
。

そ
し
て
現
在
は
、
高
齢
者
向

け
介
護
食
品
の
開
発
を
進
め
て

い
る
。
日
本
の
高
齢
者
は
、
食

物
繊
維
の
摂
取
量
が
不
足
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
食
物
繊
維
を

豊
富
に
含
ん
で
い
る
が
、
硬
く

て
高
齢
者
で
は
食
べ
に
く
い
ヤ

ー
コ
ン
を
、
一
度
パ
ウ
ダ
ー
に

し
て
介
護
食
に
導
入
す
べ
く
、

試
作
を
重
ね
て
い
る
。

地
域
農
業
の
活
性
化
の
た

め
、
消
費
の
場
を
増
や
す
一
助

に
な
れ
ば
と
、
今
後
も
消
費
の

仕
方
（
食
べ
方
）
を
発
信
し
て

い
き
た
い
。

け
に
、
地
元
内
外
の
人

た
ち
に
食
材
に
つ
い
て

広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

初
め
に
、
栄
養
科
学

科
の
学
生
が
阿
見
町
を

訪
問
し
、
地
元
住
民
の

方
々
へ
の
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
、
家
庭
で
は

食
べ
ら
れ
て
い
な
い
新

し
い
食
べ
方
を
模
索
し

た
。
そ
の
後
、
研
究
室

で
実
験
を
繰
り
返
し
、
食
材
の

調
理
特
性
を
把
握
し
な
が
ら
、

試
作
を
重
ね
た
。
考
案
し
た
メ

ニ
ュ
ー
は
、
農
大
生
考
案
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
阿
見
町
か
ら
発
信

さ
れ
、
令
和
元
年

月
に
は
提

供
し
た
レ
シ
ピ
を
基
に
、
東
京

都
港
区
の
福
祉
施
設
で
あ
る

は
わ
ず
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ヤ
ー
コ
ン
を
含
む

地
元
食
材
を
使
用
し
た
外
食
向

け
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
っ

た
。
外
食
で
の
地
元
食
材
の
利

用
は
、
食
事
に
含
ま
れ
る
食
材

の
消
費
量
を
増
加
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
食
事
を
き
っ
か

度
は
低
い
。
も
し
、
ス
ー
パ
ー

に
ヤ
ー
コ
ン
が
陳
列
さ
れ
て
い

て
も
、
食
べ
方
を
知
ら
な
い
た

め
購
入
し
な
い
人
が
大
半
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
「
売

れ
な
い
か
ら
作
ら
な
い
」
と
、

生
産
を
断
念
し
た
方
も
多
く
、

現
在
の
阿
見
町
内
の
生
産
者
数

用
し
た
新
商
品
開
発
・
産
地
振

興
事
業
」
と
題
し
、
阿
見
町
の

特
産
品
で
あ
る
ヤ
ー
コ
ン
、
レ

ン
コ
ン
、
常
陸
秋
そ
ば
を
用
い

た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
進
め
て
い

る
。特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は

ヤ
ー
コ
ン
で
あ
る
。
ヤ
ー
コ
ン

は
、
キ
ク
科
の
植
物
で
、
南
米

の
ア
ン
デ
ス
高
地
が
原
産
地
と

さ
れ
て
お
り
、
１
９
８
０
年
代

に
日
本
で
初
め
て
試
験
栽
培
さ

れ
た
場
所
が
阿
見
町
な
の
で
あ

る
。
食
用
部
の
根
は
、
加
熱
後

は
も
ち
ろ
ん
、
果
物
の
よ
う
に

生
で
も
食
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、

フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
や
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
を
豊
富
に
含

み
、
そ
の
機
能
性
が
期
待
で
き

る
。
し
か
し
、
日
本
で
の
知
名

東
京
農
業
大
学
と
茨
城
県
阿

見
町
の
地
域
連
携
活
動
は
、
生

物
産
業
学
部
と
平
成

年
５
月

に
連
携
協
定
を
締
結
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

た
こ
と
に
始
ま
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
遂
行
を
通
じ
て
、
他
学

部
と
の
連
携
も
強
化
さ
れ
、
活

動
の
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
か

ら
、

年
３
月
に
改
め
て
本
学

と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

連
携
活
動
の
一
つ
と
し
て
、


年
か
ら
は
「
地
域
資
源
を
活

共
同
研
究
「
卵
殻
の
付
加
価
値
化
と
社
会
貢
献
」

が
表
彰
さ
れ
た

寄付講座メンバーの一部（食料資源理化学研究室にて）

農
大
生
考
案
の
ヤ
ー
コ
ン

＆
レ
ン
コ
ン
入
り
酢
豚

酢
豚
と
団
子
の
レ
シ
ピ
を
使
用

し
販
売
さ
れ
た
食
事

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
て
販
売
さ

れ
た
食
事
の
ポ
ス
タ
ー

連
携
協
定

企
業
や
地
域
と
研
究
進
め
る

連
携
協
定

企
業
や
地
域
と
研
究
進
め
る

農
大
生
考
案
の
常
陸
秋
そ

ば
団
子

キユーピー 茨城県阿見町手を携え食材の良さを広め手を携え食材の良さを広め

特
産
品
で
メ
ニ
ュ
ー
開
発

栄
養
科
学
科
准
教
授

秋
山

聡
子

野
菜
や
卵
の
味
機
能
追
究

キ
ユ
ー
ピ
ー｢

エ
ッ
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン｣

寄
付
講
座･

寄
付
研
究
部
門
客
員
教
授

半
田

明
弘
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儵
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儵儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

た
。こ

れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
デ

ー
タ
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

活
用
さ
れ
、
徐
々
に
エ
ゾ
シ

カ
肉
の
評
価
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
、
家
畜
並

み
に
枝
肉
で
取
引
さ
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

生
産
者
の
努
力
に
よ
り
「
北

海
道
認
証
」
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
は
、
食
を
通
じ

て
評
価
い
た
だ
け
る
と
幸
甚

で
す
。
首
都
圏
で
は
ジ
ビ
エ

を
扱
う
お
店
が
多
く
、
地
元

よ
り
も
堪
能
で
き
る
お
店
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通

信
販
売
で
も
お
取
り
寄
せ
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
北
海
道
認

証
ブ
ラ
ン
ド
の
鹿
肉
を
お
試

し
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
私
の
研
究
は
年

度
を
ま
た
ぎ
な
が
ら
半
年
に

及
ぶ
現
場
作
業
が
主
で
、
一

見
す
る
と
厳
し
い
内
容
で

す
。
し
か
し
、
卒
業
論
文
研

究
や
学
位
論
文
研
究
な
ど
で

自
ら
行
動
し
、
私
の
研
究
を

支
え
て
く
れ

た
在
学
生
と

卒
業
生
の
お

か
げ
で
成
し

得
た
研
究
成

果
ば
か
り
で

す

。

改

め

て
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た

在
学
生
と
校

友
の
皆
さ
ま

に
お
礼
申
し

上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後

の
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま

す
。

一
員
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
エ
ゾ
シ
カ
の
有
効
活
用

に
関
す
る
研
究
協
力
を
し
て

き
ま
し
た
。

評
価
が
高
ま
り

枝
肉
の
取
引
も

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
私
の
現
在
の
研
究
は

一
時
養
鹿
の
要
で
あ
る
牧
場

に
お
け
る
生
体
捕
獲
エ
ゾ
シ

カ
の
飼
育
管
理
方
法
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。
元
々
、

私
は
乳
牛
に
給
与
す
る
サ
イ

レ
ー
ジ
や
新
規
動
物
資
源
と

し
て
の
エ
ゾ
シ
カ
活
用
へ
向

け
た
飼
育
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
実
際
の
飼
育
環
境

下
で
の
デ
ー
タ
が
な
け
れ

ば
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
研
究

成
果
を
基
礎
と

し
、
短
期
飼
育

で
出
て
き
た
課

題
の
解
決
や
事

業
の
検
証
の
た

め
、
学
内
の
飼

育
施
設
や
牧
場

に
お
い
て
、
関

係
す
る
研
究
者

と
共
に
飼
育
成

績
、
給
与
飼
料

変
更
や
そ
れ
に

伴
う
肉
質
の
変

化
な
ど
の
関
連

デ
ー
タ
を
収
集

し
て
き
ま
し

る
事
業
（
一
時
養
鹿
事
業
）

が
提
案
さ
れ
、
北
海
道
が
推

進
し
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
呼
応
し
て
地
元
の

名
士
が
地
域
貢
献
と
し
て
牧

場
を
開
設
、
現
在
で
は
北
海

道
で
５
カ
所
の
牧
場
が
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

牧
場
の
経
営
者
は
、
農
業
サ

イ
ド
か
ら
見
る
と
、
い
わ
ば

「
異
業
種
」
か
ら
の
参
入
者

で
す
。
加
え
て
、
一
時
養
鹿

で
は
生
体
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ

カ
を
そ
の
年
の
う
ち
に
処
理

し
、
翌
冬
の
捕
獲
時
期
の
個

体
受
け
入
れ
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
、
既
存
の
畜
産
に

比
べ
る
と
短
期
飼
育
は
特
異

な
飼
育
方
法
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
東
京
農
大

は
い
わ
ば
チ
ー
ム
北
海
道
の

品
質
の
エ
ゾ
シ
カ
肉
を
市
場

流
通
さ
せ
な
け
れ
ば
鹿
肉
の

お
い
し
さ
が
評
価
さ
れ
ず
、

消
費
者
に
も
受
け
入
れ
て
も

ら
え
な
い
こ
と
は
既
に
認
識

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
加
え

て
、
食
肉
に
関
す
る
事
故
が

多
か
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、

市
場
か
ら
は
鹿
肉
の
履
歴
に

関
す
る
厳
し
い
意
見
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

市
場
に
一
定
品

質
の
鹿
肉
供
給

こ
の
た
め
、
高
品
質
の
狩

猟
肉
を
流
通
さ
せ
る
た
め
に

は
、
一
定
品
質
の
鹿
肉
を
市

場
に
供
給
し
て
評
価

を
高
め
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
一
案
と
し

て
冬
季
間
に
囲
い
わ

な
な
ど
で
エ
ゾ
シ
カ

を
大
量
に
生
き
た
ま

ま
捕
獲
（
生
体
捕

獲
）
し
て
牧
場
に
搬

送
し
、
短
期
（
最
大

半
年
間
）
飼
育
を
行

っ
て
市
場
に
一
定
品

質
の
鹿
肉
を
供
給
す

今
回
の
受
賞
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
研
究
は
、
生
体
捕

獲
さ
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
の
短
期

飼
育
（
一
時
養
鹿
）
に
関
す

る
研
究
で
す
。
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ

め
と
す
る
野
生
動
物
に
よ
る

農
林
業
被
害
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し

て
国
を
は
じ
め
と
し
て
地
方

自
治
体
は
狩
猟
に
よ
る
個
体

数
削
減
を
進
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
一
歩
踏
み
込

ん
だ
施
策
を
展
開
し
て
お

り
、
平
成

年
度
か
ら
捕
獲

個
体
の
有
効
活
用
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

鹿
肉
は
高
タ
ン
パ
ク
、
低

脂
肪
、
高
鉄
分
と
い
っ
た
健

康
に
良
い
食
材
で
す
が
、
エ

ゾ
シ
カ
の
有
効
活
用
事
業
が

始
ま
っ
た
際
、
鹿
肉
の
食
味

に
関
す
る
市
場
か
ら
の
評
価

は
低
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ

は
主
に
、
狩
猟
後
の
放
血
処

理
が
関
係
し
て
お
り
、
処
理

を
行
う
人
の
腕
次
第
で
評
価

が
二
分
す
る
と
い
っ
た
感
じ

で
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
定

での役割や、長年守られてきた社会背景や地形、そ

の種の特性など、国内だけでなく英国や台湾、中国

南西部まで足を延ばし、これらの地域の文化や植物

の生態などとも比較・考察しています＝写真②。

生活を潤すはずであった街路樹も、今や都市の嫌

われものになることが多いようです。倒木原因など

を里山の植物の

調査結果などか

ら比較・考察

し、これまであ

まり言及されて

こなかった土壌

の物理性と植物

の生育に関わる問題などを調べ、土壌の物理性の改

善の重要性を訴えています＝写真③。

つなぐ

研究室内の研究内容をつなげることが、研究室の

看板になることはもちろんであり、そのためには、

研究室内の研究・教育体制をつなげることが使命に

なります。社会と研究室、フィールドと実験室、理

論と実践、都市と地域、自然と人工、日本と世界

（国際化）、社会科学と自然科学、そして時間を要

する木本を取り扱う研究であるからこその先輩と後

輩、教員と学生というチームワークを重視していま

す。中でも国際化については、近々の課題です。造

園植物に関わるさまざまな問題が、世界的に共通す

る問題として取り上げられています。日本の樹芸

()は、世界に誇ることができる伝統

ある高度技術です。造園・園芸立国の英国の学会な

どに積極的に参加する一方、フランス、中国、フィ

リピンミャンマーなどさまざまな国からの留学生

の受け入れと交流を行い多様性を実現しています

究に臨んでいます＝写真①。

これまで、大学院生や学部生を中心に、里山や庭

園の植物、巨木・老木、日本の国花であ

るサクラ、街路樹などを研究材料に取り

上げ、植物の繁殖習性や植栽・管理技

術、樹木医、文化的背景について、アジ

ア諸国（タイ、中国、台湾、フィリピン

など）で調査してきました。

中でもサクラの研究は、金澤弓子准教

授を中心に、ソメイヨシノに代わる早咲

き性サクラの作出に関わる諸問題を取り

扱っています。カワヅザクラやアタミザ

クラをはじめとし、早咲き性サクラの親

種を遺伝子レベルで探ると共に、再現試

験による作出と新たな繁殖法の開発に成功を収めま

した。

里山の植物については自治体と地域連携し、神奈

川県川崎市麻生区にある早野梅ケ谷特別緑地保全地

区の林床植物と

しての希少植物

（タマノカンア

オイなど）や、

低木、高木の保

全研究を年以

上継続し、希少

となってしまった植物の生態や要因を明らかにして

きました。巨木・老木の研究については、その地域

造園学科時代の造園樹

木学研究室から、造園植

物に関す

る基礎的

な研究を基本にしながらもやや応用

学的な見地を強めるため、平成年

度から造園植物・樹芸研究室になり

ました。｢芸｣は｢藝｣の省略形で、

｢藝｣は「草木を植える」意味になり

ます。

拝金主義が当然のように漂う現代

社会の中、今や公園や街路樹、庭園

の植物までも邪魔もの扱いになるこ

とが多く、不要になれば伐採処理、

気付けば消耗品扱いになっています。こんな状況の

中、私たちの研究室では、古典的かつ時代に合った

植物と生活の関係を探求し、生物界に生きる一員と

しての真の豊かさを求めています。

植物は語る

例えば、「都内にある六義園にクスノキの巨木が

多いのはクスノキを有用植物として重んじた岩崎弥

太郎が一時期所有していたから」など、植物調査を

通じて社会背景や歴史を学ぶことができます。その

ことは、里山の植物でも同じこと。フィールドワー

クで二次林や竹林、その林床植物などの保全活動や

地域の小学校への環境教育などを行いながら調査研

①地域小学生と研究室員と

の共同による川崎市麻生区

にある早野梅ケ谷特別緑地

保全地区の保全活動

39

②
英
国
で
の
巨
木
・
老
木

の
調
査
、
学
習

③
東
京
都
町
田
市
で
の
街

路
樹
倒
木
後
の
土
壌
調
査

植物と生活
地域環境科学部 造園科学科 造園植物･樹芸研究室

教授 鈴木 貢次郎

生
体
捕
獲
さ
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
の

短
期
飼
育
に
関
す
る
研
究

北
方
圏
農
学
科

教
授

相
馬

幸
作

エ
ゾ
シ
カ
放
牧
地
の
調
査

エゾシカ肉の食味試験

根
室
エ
ゾ
シ
カ
牧
場
の
調
査
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・展示物への接触禁止
・大声禁止
・人と人の距離を２㍍
以上離す

・小学生以下の子ども
だけの入館禁止

※政府および大学などの
状況により、急きょ休
館の場合はホームペー
ジ掲出。

……………………………
６月は人で、７月は

186人８月は319人の方
々の見学がありました。

①事前予約制（ホームペ
ージから）
・６月日から実施
・氏名と連絡先の把握

②平日のみ３部制開館
(月から２部制開館)

③１部人の入館制限
④団体見学の中止
⑤入館時にサーモカメラ
による自動検温（体温
375度以上不可）とア
ルコールによる手指消
毒の実施

⑥注意事項
・マスクの必携と着用

企
画
展
示
①

「
歯
」
か
ら
見
る
恐
竜
時

代
展私

た
ち
人
間
の
歯
は
、

先
端
が
薄
く
て
食
べ
物
を

か
み
切
る
た
め
の
前
歯
、

先
の
と
が
っ
た
円
す
い
形

を
し
て
い
て
、
食
べ
物
を

食
い
ち
ぎ
っ
た
り
引
き
裂

い
た
り
す
る
犬
歯
、
そ
し

て
食
べ
物
を
す
り
つ
ぶ
す

役
目
の
臼
歯
の
大
き
く
分

け
て
３
種
類
の
歯
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
人
が
雑
食

性
の
生
き
物
で
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
食
べ
物
を
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
ら
。

つ
ま
り
動
物
の
「
歯
」

を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
動
物
が
ど
の
よ

う
な
も
の
を
食
べ
、
ど
の

よ
う
に
取

り
込
ん
で

い
っ
た
か

が

分

か

る
。
そ
れ

は
、
既
に

現
存
し
な

い
「
生
き

物
」
で
あ
っ
て
も
同
じ
な

の
だ
。

こ
の
展
示
で
は
、
中
生

代
＝
恐
竜
時
代
の
生
き
物

を
「
歯
」
か
ら
考
え
て
み

た
い
。

企
画
展
示
②

自
然
の
中
の
数
学
展

自
然
を
眺
め
る
と
き
に

｢

美
し
い｣

と
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一

つ
に
、
実
は
数
学
が
あ

る
自
然
界
の
中
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
数
学
の
法
則
や

仕
組
み
が
隠
れ
て
い
る
。

数
学
は
、
本
学
で
取
り

組
ん
で
い
る
農
学
の
各
分

野
を
は
じ
め
、
自
然
科
学

に
携
わ
る
上
で
、
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の

だ
。
本
展
で
は
、
身
近
な

自
然
の
中
に
存
在
す
る
数

学
を
紹
介
し
、
数
学
が
苦

手
と
い
う
方
に
と
っ
て

も
、
「
へ
ぇ
ー
、
そ
う
な

ん
だ
」
と
ひ
か
れ
る
よ
う

な
展
示
を
心
掛
け
る
こ
と

に

よ

っ

て
、
自
然

の
中
か
ら

数
学
を
再

発
見
す
る

こ
と
を
目

的

と

す

る
。

〇
会
期
：
①
②
と
も


月
９
日
（
金
）
～

令
和
３
年
４
月

日

（
日
）

博物館の新型コロナウイルス感染防止対策

家
業
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
事
業
を
継
ぐ
た
め
、
東
京
農
業
大
学
に
留
学
し
農
芸
化
学
を
専
攻
し
た

藍
蒼
洲
氏
。
校
友
会
台
湾
支
部
の
幹
事
長
を

年
間
務
め
、
今
な
お
東
京
農
大
と
の
絆
を
大
事
に
し
、
台

湾
人
学
生
の
東
京
農
大
留
学
も
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
経
営
す
る
会
社
は
東
京
農
大
に
と
っ
て
は
海
外
で

は
第
１
号
と
な
る
産
学
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
藍
氏
に
留
学
か
ら
会
社
経
営
ま
で
、
そ
の
一
端
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
。
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幸
せ
な
企
業
づ
く
り
に
尽
力
。
契

約
店
表
彰
式
で
（
２
０
１
９
年
２

月

日
、
台
北
市
内
）

一期一会の心遣いで御禮ブランドを
広める（同上）

東
京
農
業
大
学
と
産
学
連
携
協
定
を
正
式
に

締
結
。
前
列
右
か
ら
髙
野
学
長
藍
蒼
洲
氏


弟
の
藍
仲
民
氏
（
２
０
１
９
年

月
６
日
、

農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

健
康
食
品
の
開
発
に
力

私
は
藍
家
の
長
男
と
し
て
、
父

親
が
経
営
し
て
い
た
偉
翔
生
技
開

發
股
份
有
限
公
司
（
株
式
会
社
ウ

ェ
ル
シ
ャ
イ
ン
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
）
に
入
社
し
ま
し
た
。

あ
る
日
、
会
社
を
訪
れ
た
企
業

家
か
ら
「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
衰
退
の
道
を
た
ど

る
。
さ
ら
に
、
自
社
で
の
研
究
開

発
と
自
己
販
売
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
れ
な

く
し
て
息
子
に
会
社
を
継
承
さ
せ

る
の
は
危
険
だ
」
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
私
は
、
日
本
へ

の
留
学
を
決
意
し
、
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
東
京
農
業
大
学
の
農
芸
化

学
科
で
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

３
年
次
に
食
料
資
源
理
化
学
研
究

室
の
髙
野
克
己
教
授
に
指
導
を
受

け
て
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
学
部

卒
業
後
は
、
大
学
院
博
士
前
期
課

程
に
進
学
し
、
家
業
に
つ
な
が
る

よ
う
な
テ
ー
マ
を
与
え
て
い
た
だ

き
、
「
大
豆
７
Ｓ
お
よ
び

Ｓ
と

小
麦
粉
タ
ン
パ
ク
質
の
相
互
作
用

の
解
析
」
に
つ
い
て
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先

生
方
の
お
か
げ
で
今
の
自
分
が
あ

る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

勉
学
以
外
に
も
、
日
本
人
の
親

し
み
や
す
さ
と
礼
儀
正
し
い
こ
と

を
学
び
、
会
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

修
了
後
は
、
家
業
の
会
社
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

は
総
経
理
（
代
表
取
締
役
）
を
務

め
て
い
ま
す
。
当
社
は
希
少
な
薬

用
真
菌
栽
培
技
術
の
開
発
に
力
を

注
ぎ
、
人
々
の
健
康
増
進
に
優
れ

た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
製
品
、

台
湾
の
国
宝
で
あ
る
「
樟
芝
（
シ

ョ
ウ
シ
＝
ベ
ニ
ク
ス
ノ
キ
タ
ケ)｣

を
国
際
的
な
健
康
食
品
と
し
て
広

め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
台
湾
・
米

国
・
香
港
・
中
国
な
ど
の

特
許
を
取
得
す
る
と
と
も

に
、
米
国
の
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食

品
医
薬
品
局
）
輸
入
許
可

や
台
湾
経
済
部
工
業
優
良

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
自

社
ブ
ラ
ン
ド
〝
御
禮
〟
シ

リ
ー
ズ
商
品
を
１
５
０
カ

所
の
契
約
店
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
当
時
、
台
湾
留

日
同
学
会
会
長
で
あ
っ
た

東
京
農
大
の
豊
原
秀
和
教

授
の
要
請
で
校
友
会
台
湾
支
部
の

幹
事
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

校
友
会
台
湾
支
部
幹
事
長
と
し

て
、
来
台
す
る
東
京
農
大
の
教
職

員
、
校
友
会
関
係
者
、
教
育
後
援

会
な
ら
び
に
多
く
の
学
友
と
の
絆

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お

か
げ
で
、
２
０
１
９
年
に
海
外
で

は
第
１
号
の
産
学
連
携
協
定
の
締

結
を
実
現
し
ま
し
た
。
恩
師
髙
野

学
長
と
協
定
書
を
交
わ
す
こ
と
が

で
き
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

今
後
と
も
母
校
と
台
湾
留
学
生
の

世
話
役
と
し
て
務
め
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

偉

翔

生

技

開

發

股

份

有

限

公

司

(

㈱
ウ
ェ
ル
シ
ャ
イ
ン･

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー)

総
経
理(

代
表
取
締
役)

藍

蒼
洲
氏

(

平
成

年
大
学
院
農
芸
化
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了)

(

東
京
農
業
大
学
校
友
会

台
湾
支
部

幹
事
長)

偉翔生技開發股份有限公司
（㈱ウェルシャイン・バイオテクノロジー）の概要

本社所在地

ＵＲＬ

事業内容

〈
沿

革
〉

社員数

自社ブランド

1987年

2000年

2003年

2004年

2006年

2009年

2010年

2016年

2019年

台湾台北市南港区園区街３号階の５ 棟

南港ソフトウェア工業園区バイオテクノロジー会館

://

紅樟芝きのこの栽培、受託加工および販売

創業、霊芝（レイシ＝マンネンタケ）の受託加工、

自社ブランド御禮霊芝の販売

紅樟芝きのこの栽培に成功

日本厚生労働省から紅樟芝きのこの輸入許可

紅樟芝きのこ学会発表（以降2008年と18年にも発表)

米国のＫＧＣ社と契約し翌年、米国へ販売開始

自社ブランド〝御禮〟シリーズ商品を開発

サチャインチのオメガ３をパウダー化

〝御禮〟シリーズ商品の契約店150カ所に

ベトナム製薬会社と契約し、ベトナムに輸出開始

〝御禮〟シリーズ商品20種類以上開発

正社員37人、契約社員６人

自社ブランド〝御禮〟は、サプリメントの紅樟芝シ

リーズ、オメガ３シリーズ、スキンケアのエミューク

リ一ムシリーズなど。
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昨
年
、
農
大
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
９
に
校
友
会
青
森
県
支

部
か
ら
推
薦
を
受
け
、
私
ど
も
兄

弟
が
栄
え
あ
る
経
営
者
大
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
髙
野
克
己
学
長

か
ら
賞
状
と
記
念
品
を
い
た
だ

き
、
あ
の
感
激
は
一
生
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
平
成
９
年
３
月
、
北
海

道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生

物
産
業
学
部
生
物
生
産
学
科
を
卒

業
し
、
４
月
に
父
が
営
む
稲
作
農

業
に
就
農
し
ま
し
た
。
翌
年
、


年
後
の
地
域
農
業
を
見
据
え
、
規

模
拡
大
を
目
指
し
て
父
と
有
限
会

社
「
豊
心
フ
ァ
ー
ム
（
農
業
生
産

法
人
）
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

弟
は

年
、
農
学
部
農
学
科
を
卒

業
し
、
築
地
市
場
の
仲
卸
会
社
に

就
職
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学

び
、

年
に
入
社

し
ま
し
た
。

２
人
と
も
東
京

農
大
進
学
の
目
的

は
就
農
の
た
め
の

知
識
や
技
術
の
習

得
で
す
か
ら
、
現

在
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
当
時

を
思
い
出
す
と

「
自
分
を
知
る
た

め
（
何
の
た
め
に

生
ま
れ
て
、
何
を

し
て
生
き
る
の

か
）
」
に
悩
ん
だ

よ
う
に
思
い
ま

す
。
父
は
葛
藤
の

時
期
を
仲
間
が
居

る
東
京
農
大
（
育

つ
環
境
）
に
設
定

し
て
く
れ
た
の
で

し
ょ
う
。

少
し
農
業
の
話

を
す
る
と
、
担
い
手
不
足
に
よ
る

離
農
が
多
く
な
り
、
農
地
の
集
約

が
進
み
だ
し
ま
し
た
。
一
方
、
経

営
受
託
・
作
業
受
託
も
増
え
、
農

村
景
観･

生
活
は
一
変
し
ま
し
た


戦
後
の
農
地
改
革
は
何
だ
っ
た
の

か
。
受
け
皿
の
法
人
と
し
て

は
、
手
続
き
の
煩
雑
さ
と
ビ

ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
戸
惑
う
こ
と
が
多

く
、
時
々
、
東
京
農
大
の
仲

間
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま

す
。今

年
は
「
変
化
に
は
変
化

で
」
と
心
に
決
め
、
新
た
に

「
仕
事
の
見
え
る
化｣

と｢

目

標
の
数
値
化
」
を
方
針
に
加

え
、
力
点
を
「
銘
柄
米
に
こ

だ
わ
ら
な
い
業
務
用
多
収
品

種
の
生
産
拡
大
」
「
大
手
商

社
系
の
飼
料
会
社
と
連
携
し

た
飼
料
用
米
生
産
拡
大｣｢

管

理
能
力
の
高
い
人
材
育
成
」

に
置
き
ま
し
た
。

遠
く
な
い
未
来
に
大
離
農

時
代
が
来
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
問
題
は
食
料
自
給
だ
け

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
リ
ス

ク
を
最
小
に
す
る
た
め
県
を

ま
た
い
で
情
報
共
有
が
で
き

る
組
織
構
築
を
積
極
的
に
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
地
域
に
根
差

し
、
引
き
続
き
地
域
農
業
と

地
域
資
源
の
維
持
管
理
に
貢

献
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

青
森
県
五
所
川
原
市
で
稲
作
農
業
を
営
む
有
限
会
社
豊
心
フ
ァ
ー

ム
代
表
取
締
役
社
長
の
境
谷
一
智
氏
と
同
社
取
締
役
常
務
の
境
谷
稔

顕
氏
は
管
理
面
積
２
４
３
㌶
に
及
ぶ
大
規
模
水
田
経
営
を
実
現
し
、

兄
弟
で
「
東
京
農
業
大
学
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
」
で
経
営

者
大
賞
を
受
賞
。
兄
の
一
智
氏
に
就
農
の
契
機
か
ら
現
在
の
経
営
内

容
、
新
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
。

㈲「豊心ファーム」の経営

は、水稲㌶、大豆㌶、小

麦８㌶、飼料用米㌶の他、

高齢化が進んだ周辺集落の経

営受託・作業受託を受け、管

理面積は約243㌶です。その

規模は、米国の農家一戸当た

りの経営面積178㌶を上回っ

ています。

現在の規模を維持し生産性

の向上を図るため、６人の通

年雇用を堅持しつつ、大胆で

慎重な設備投資を従業員の意

見も取り入れ実践していま

す。また、別部門に、無人ヘ

リによる薬剤散布事業や稲わ

ら収集事業を設け、地域農業

と地域資源の維持管理にビジ

ネスを通じて積極的に貢献し

ています。

未来予想図では、耕作規模

を2000㌶程度まで拡大し、農

商工連携や６次産業化により

地域雇用を増やし、農福連携

も可能な農業生産法人にした

いと考えています。
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㈲
豊
心
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役
社
長境

谷

一
智
氏

(

平
成
９
年
生
物
生
産
学
科
卒)

水稲乾田直播（ちょくは）のための砕土作業。
山は残雪の岩木山 （５月）

汎用（はんよう）コンバインによる大豆収穫
（10月）

豊
心
フ
ァ
ー
ム
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
左
か
ら
境
谷
一
智
さ
ん
、
父
の

博
顕
さ
ん
、
弟
の
稔
顕
さ
ん
）

経営状況

地域守る大規模水田経営

◇健康長寿の食養生を

学ぶ。◇節気に合わせ

た168品・献立を紹

介。◇立秋からの節気

では「ざるそばのトウ

ガン入つゆ」「にがう

りのチーズ入肉詰め」

など。お薦めは「うな

ぎの山かけ丼」、この

時節ならではの料理が

登場する。

◇麹
こうじ

を知る本の決定

版。麹の力を知って、

食材を生かす。身近な

料理を演出してみてく

ださい。◇前橋健二教

授の科学の目、浅利妙

峰こうじ屋女将の伝統

の目で、秘められた麹

の力を説く。麹を使っ

た簡単に作れるレシビ

満載。

◇初心者でもおいしい

漬物を作り、食生活を

楽しむために。◇家庭

に本物の漬物を届ける

ため、本物の漬物をつ

くる漬け方のこつ、知

恵を説いている。プロ

の技をつかんでほし

い。

◇科学技術文明といわ

れる現代人類文明の行

方、科学技術と社会の

関係、科学技術に関す

るコミュニケーション

に関心のある人たちの

ための入門書。テキス

ト。◇２人の著者は前

読売新聞科学部長。

◇在来家畜の源流を探

る目的で、鹿児島県ト

カラ列島からアジア

カ国の家畜の形態・遺

伝的特徴や飼育に関わ

る生活文化、家畜を通

して人々の暮らしにも

触れた記録である。写

真は900枚を超す。

◇スマート農業の展開

について◇ＩＣＴ農業

とスマート農業の現状

と将来◇食農と環境の

最前線レポート：高校

における食農と環境教

育の取り組みなどを掲

載。現場からの発信が

モットーの実践総合農

学会の機関誌。

薬膳健康づくり研究会 編著
定価:本体2400円＋税
Ａ４判変･並製･カラー

実践総合農学会 著
定価:本体800円＋税
Ａ５判･並製

北村 行孝･柴田 文隆 著
定価:本体2600円＋税
Ａ５判･並製

大島 貞雄 著
定価:本体1600円＋税
Ｂ５判変･並製･カラー

前橋 健二･浅利 妙峰 著
定価:本体1200円＋税
Ａ５判･並製･カラー

食農と環境
№２５

科学技術
メディア社会

科学ジャーナリズム･コミュニケーション入門

わが家は低塩･
無添加のお漬物

プロ技伝授

旨みを醸し出す

麹の不思議な
料 理 力

心とからだをもっと元気に

二十四節気を
楽しむ薬膳

アジアの在来家畜
―写真からみえる半世紀の記録

在来家畜研究会 編
定価:本体5000円＋税
Ａ４判･上製･カラー

☆
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敏
一

松
本
義
博

川
人
裕
一

郎

平
塚
靖
司

湊
和
孝

野

村
修
一

【
愛
媛
】

忽
那
哲
郎

藤
本
明
男

矢
野

一
臣

檜
垣
賢
悟

【
福
岡
】

亀
頭
寿
太
郎

牛
嶋
泰
樹

松

田
宣
子

深
町
吉
秀

水
崎
美

孝

大
内
和
祐

【
長
崎
】

為
永
一
夫

横
山
省
三

吉
村

賢
一
郎

川
添
成
行

大
下
史

郎

池
松
正
弘

中
富
正
昭

野
瀬
耕
一

【
熊
本
】

阿
曽
田
清

今
井
正
則

三
森

孝
一

村
田
健

大
島
孝
一

田
中
清
子

白
木
國
夫

【
大
分
】

五
島
遼
太
郎

江
渕
真
一

麻

生
英
征

▽
支
部
教
職
員
部
会

参
加
者

一
同

▽
支
部
総
会

参
加
者
一
同

▽
日
田
支
部

有
志
一
同

【
宮
崎
】

有
志
一
同

【
鹿
児
島
】

加
治
屋
幸
雄

守
田
知
則

神

孝
輔

中
村
庸
夫

楠
八
重
清

久

楠
八
重
大
樹
郎

【
岡
山
】

石
戸
辰
典

安
田
勝
美

井
原

敬
典

横
林
秀
樹

広
瀬
敬
彦

高
橋
正
侑

国
富
孝

小
見
山

昌
夫

小
見
山
茂
樹

真
鍋
現

次
郎

石
井
秀
生

赤
澤
光
彦

川
部
弘
平

前
畠
敏
成

津
島

孝
宏

内
田
守

武
則
啓
子

武
田
一
昭

平
尾
三
千
夫

野

島
泰
來

實
村
文
昭

【
広
島
】

安
本
勝
昭

伊
藤
勝
也

吉
光

康
雄

久
保
正
道

金
子
信
行

行
正
憲
司

高
橋
敬
明

黒
田

幸
喜

佐
々
木
栄
治

山
根
大

文

山
本
久
司

山
本
質

松

平
岩
男

畝
茂

石
田
武
司

川
原
嬉
生

川
口
潤

川
中
敬

三

川
本
英
介

島
原
祐
哉

日
下
部
健

八
谷
文
策

福
島

偉
人

野
村
英
雄

友
岡
航
俊

▽
広
島
分
会

居
升
邦
彦

高

橋
敬
明

谷
口
廸
生

長
原
毅

福
島
正
博

【
山
口
】

羽
鳥
敬
祐

羽
鳥
宗
祐

加
藤

和
宏

高
嵜
達
生

山
本
義
文

木
下
辰
己

木
村
泰
博

廣
兼

淳
司

安
達
哲
司

【
徳
島
】

山
本
祐
三
郎

【
香
川
】

塩
田
洋
介

山
本
晃
久

山
本

朝
尾
高
明

門
脇
勇
夫

支
部

一
同

▽
支
部
役
員
会

参
加
者
一
同

【
滋
賀
】

河
村
栄
一

上
西
宗
市

谷
一

【
京
都
】

岩
崎
敏
之

岩
田
正
章

宮
城

敬

宮
入
勲

高
石
正
之

小

西
偉
世

小
畑
晴

松
山
正
治

川
邉
哲
平

大
道
錬
一

中
村

善
人

中
野
宏

平
野
正
樹

鈴
木
博

和
田
良
次

【
大
阪
】

金
田
真
司

【
兵
庫
】

金
谷
秀
和

笹
倉
恭
一

植
村

裕
哉

大
石
貴
洋

池
田
邦
寛

田
尻
一
雄

【
奈
良
】

片
岡
市
蔵

【
和
歌
山
】

黒
田
真

【
鳥
取
】

森
田
尚
子

西
村
良
夫

野
口

理▽
支
部
総
会

塩
谷
俊
樹

角

田
将
道

岩
垣
慎

山
根
章
司

山
崎
達
郎

小
谷
寛
毅

前
田

栄
久

田
中
雅
巳

牧
田
政
人

濱
田
淳

【
島
根
】

吉
田
康
雄

西
尾
誠
治

青
木

淳

内
与
志
郎

【
福
井
】

奥
田
俊
夫

小
林
美
宏

【
静
岡
】

大
須
賀
汐
美

陰
山
明
典

塩

崎
康
信

奥
田
洋
之

河
合
康

広

袴
田
敏
文

糠
谷
禎
則

高
岡
公
男

佐
々
木
明

山
本

勇
次

松
井
友
希

白
都
剛
史

望
月
嶺
彦

鈴
木
勝
良

【
愛
知
】

坂
井
憲
治

河
合
勲
夫

柴
田

昌
典

杉
浦
泰
成

天
野
政
敏

都
築
二
郎

藤
原
幹
紹

【
三
重
】

阿
部
英
樹

伊
藤
一

庄
下
正

昭

大
須
賀
可
次

大
須
賀
実

政
一

岩
出
久
夫

原
正
博

五
十
嵐
正
美

更
科
紘
圀

高

橋
学

高
野
俊

小
熊
紀
義

小
林
郁
夫
・
江
利
子

小
林
一

道

小
林
敦

斉
川
永
年

大

口
鉄
雄

谷
口
豊

中
村
将
志

田
辺
一
輝

田
邊
光

土
田
正

次

平
野
宏

鈴
木
和
夫

齋

木
修

【
富
山
】

高
橋
孟
寛

新
川
謙
介

▽
支
部
総
会

井
幡
潔

久
郷

慎
治

広
田
祐
一

黒
崎
充

島
秀
昌

【
石
川
】

宇
野
晃

鹿
野
頼
宣

松
本
栄

八
郎

南
春
夫

樋
口
勇

武

大
場
淳
一

大
柄
仁

大
木
茂

大
澤
正
明

中
村
忠
義

鶴
田

義
久

飯
田
有
紀

比
留
間
孝

明

平
林
真
弓

目
裕
美
子

和
泉
敏
夫

櫻
木
薫

支
部
一

同【
神
奈
川
】

阿
部
英
祐

井
手
上
末
生

井

上
隆
弘

井
沢
茂

越
渕
光
子

奥
山
拓
雄

加
藤
恒
雄

鴨
志

田
敏
彦

銀
山
健

細
谷
晋
之

坂
下
年
宏

坂
間
登

三
好
吉

清

山
本
由
布
子

松
浦
一
司

水
田
明

青
木
豊

石
渡
卓
司

大
石
壽
治

蓑
茂
壽
太
郎

木

村
圭
三

【
山
梨
】

宮
川
俊
一

小
林
修

上
野
喜

弘

落
合
正
仁

【
長
野
】

伊
藤
郁
子

伊
澤
宏
爾

岡
本

素
子

加
藤
香

丸
山
忠
孝

吉
川
充
昭

吉
澤
顯

栗
原
綾

子

戸
澤
俊
徳

今
村
操

坂

本
充

笹
沢
一
晃

上
島
和
喜

夫

上
野
猛
仁

青
木
孝
憲

前
田
善
男

早
川
孝
志

瀧
澤

嘉
市

池
田
幸
宣

竹
村
彦
孝

辻
洋
子

藤
牧
俊
一
郎

望
月

隆

北
村
政
夫

木
内
靖

林

新
一
郎

櫻
井
茂
隆

澁
沢
登

【
新
潟
】

井
部
三
男

稲
部
宗
宏

羽
生

雅
克

荻
荘
誠

加
藤
昭
夫

柿
村
徳
成

梶
井
重
一

関
崎

大
介

岡
山
春
紀

岡
本
素
子

関
根
家
松

吉
田
健
一

佐
々

木
淑
元

柴
田
忠
雄

森
田
勝

早
川
照
彦

大
曽
根
勝

福
田

實

齋
藤
秀
行

安
達
哲
司

【
千
葉
】

岩
瀬
和
夫

菊
地
謙
二

金
子

浩

熊
谷
翔
太

荒
木
信
枝

黒
坂
祐
治

黒
田
好
二

山
口

君
枝

小
幡
淳

石
井
孝
二

竹
内
宥
太

鳥
海
稔
雄

田
川

博

田
中
久
美
子

渡
辺
武
能

日
高
貞
雄

福
井
康
平

【
東
京
】

井
上
洋
子

嘉
屋
治
雄

宮
澤

明
日
香

金
子
徹

熊
谷
淳

高
木
光

合
田
佳

坂
田
和
子

三
浦
英
樹

市
原
幸
文

小
牧

昭
次

神
田
昌
幸

成
瀬
済

星
野
勇
介

西
夏
樹

川
原
均

浩
一

酒
井
慎
二

大
平
善
章

渡
部
豊
治

藤
田
宗
夫

那
知

上
徹

平
山
長
一

髙
橋
庄
作

【
茨
城
】

加
藤
裕
之

海
野
浩
俊

兼
村

清
雄

恒
川
芳
克

高
野
三
郎

秋
葉
光
頼

長
谷
川
泉

東
谷

昌
明

木
嶋
孝

澤
畠
治

【
栃
木
】

岩
渕
守
男

吉
田
靖

川
村
肇

平
山
克
典

【
群
馬
】

戸
田
雅
稀

五
十
嵐
周
季

柴

崎
源
喜

柴
崎
補
助

小
和
田

和
貞

上
原
伸
吾

上
原
由
美

須
田
洋
史

清
水
基

中
山
康

雄

中
澤
丈
一

北
澤
哲
也

和
泉
一
郎

【
埼
玉
】

松
本
康
博

越
川
照
夫

遠
藤

【
北
海
道
】

阿
部
昭
彦

宮
田
純
一

駒
形

啓
介

長
信
一
郎

田
中
四
郎

【
青
森
】

野
坂
秀
樹

【
岩
手
】

駒
井
元

長
山
一
夫

内
記
和

彦【
宮
城
】

伊
藤
裕
之

会
田
保
良

門
間

清

鈴
木
和
人

【
秋
田
】

加
賀
孝
司

高
橋
永
樹

佐
々

木
孝
志

北
林
強

【
山
形
】

後
藤
英
之

後
藤
康
太
郎

小

野
寺
徹

石
田
隆
一

多
田
丈

弘【
福
島
】

齋
藤
幸
祐

佐
瀬
忠
男

志
賀

陸上競技部強化を支援するために校友会が

母校・農大と一体になって始めた「箱根駅伝

への道ｏｎｅコイン募金」は３年目となりま

した。

コロナ禍で大変な中、今年度もご協力いた

だきました全国の校友、農大ファミリーの皆

さまに厚くお礼申し上げます。

令和２年度通常総会（５月予定）の席上、

陸上競技部に「ｏｎｅコイン募金」を寄贈す

る予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため通常総会を開催することができ

ず、６月日の校友会常任理事会におきまし

て、寄せられた寄付から第４期分200万円を

男子長距離セクションの強化対策費として、

小指徹監督に手渡しました。

小指監督は「ｏｎｅコイン募金を活用して

強化ができている。一日も早く本格的な練習

を開始し、月日の予選会を突破したい」

と本戦出場への決意を表明しました。

＜これまでに寄せられた寄付金＞

（令和２年９月末現在）

◆件数 4,862件 ◆金額 11,586,433円

※
令
和
２
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
校
友
会
本

部
に
お
届
け
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
以
降

も
協
力
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
毎
号
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
順
不
同
敬
称
略)

協
力
者
ご
芳
名

皆さまのご協力に感謝

常
任
理
事
会
で
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ

ン
募
金
を
寄
贈

第128号 （10）令和２年11月１日



偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑
偒
偐
偑

▼
新
支
部
長

次
の
方
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
支
部

６
月
７
日
就
任

荻
荘

誠
氏(

昭

拓)

弔

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

横
手

克
吏
氏
（
平
２
造
）

神
奈
川
県
支
部
４
月
７
日

玉
城

勝
氏
（
昭

拓
）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
支
部

５
月

日

虻
川

公
昭
氏(

昭

専
林)

秋
田
県
支
部

５
月

日

須
郷

定
一
氏
（
昭

経
）

青
森
県
支
部

６
月

日

安
達

謙
二
氏(

昭

専
土)

茨
城
県
支
部

６
月

谷
中

聰
氏
（
昭

経
）

茨
城
県
支
部

７
月

日

塚
口

彰
氏(

昭

専
村
経)

兵
庫
県
支
部

７
月

日

石
橋

順
作
氏
（
昭

林
）

神
奈
川
県
支
部
８
月
９
日

浦
野

和
美
氏(

昭

専
農)

群
馬
県
支
部

８
月

日

鈴
木

廣
利
氏
（
昭

化
）

静
岡
県
支
部

８
月

日

杉
本

義
衛
氏
（
昭

工
）

奈
良
県
支
部

８
月

日

支
部
長
と
し
て
校
友
会
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。

長
濱

廣
光
氏
（
昭

農
）

埼
玉
県
支
部

９
月

日

(

二
代
目
豊
山･

湊
部
屋
）

酒
井

幸
宏
氏(

昭

短
農)

茨
城
県
支
部

９
月

日

佐
々
木

昭
氏(

昭

学
経)

東
京
都
支
部

９
月

日

高
松

浩
二
氏
（
昭

農
）

ブ
ラ
ジ
ル
支
部

月
６
日

大
津

幸
雄
氏(

昭

専
化)

茨
城
県
支
部


月

日

慶

令
和
２
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
を

次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▼
旭
日
重
光
章

新
潟
県
支
部

萬
歳

章
氏(

昭

経)

▼
旭
日
中
綬
章

福
島
県
支
部

小
桧
山
善
継
氏(

昭

経)

▼
旭
日
双
光
章

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
支
部

猪
又

康
夫
氏(

昭

造)

▼
旭
日
単
光
章

メ
キ
シ
コ
支
部

松
本
辰
五
郎
氏(

昭

専

農)▼
藍
綬
褒
章

神
奈
川
県
支
部

廣
濱

徹
氏(

昭

造)

▼
黄
綬
褒
章

和
歌
山
県
支
部

山
本

聰
洋
氏(

昭

造)

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

▼
市
町
村
長

埼
玉
県
支
部
・
美
里
町

４
月

日
４
期
目

原
田

信
次
氏(

昭

農)

静
岡
県
支
部
・
藤
枝
市

５
月

日
４
期
目

北
村

正
平
氏(

昭

工)

岐
阜
県
支
部
・
富
加
町

５
月

日
３
期
目

板
津

徳
次
氏(

昭

造)

栃
木
県
支
部
・
塩
谷
町

８
月
２
日
３
期
目

見
形

和
久
氏(

昭

経)

北
海
道
支
部
・
登
別
市

８
月

日
４
期
目

小
笠
原
春
一
氏(

平
元
造)

北
海
道
支
部
・
中
標
津
町

８
月

日
２
期
目

西
村

穣
氏(

昭

林)

秋
田
県
支
部
・
大
潟
村

８
月

日
４
期
目

高
橋

浩
人
氏(

昭

拓)

て
お
り
、
現
在

も
、
本
学
動
物

科
学
科
の
動
物

遺
伝
学
研
究
室

の
先
生
方
に
引

き
継
が
れ
て
い

る
。
そ
の
成
果

は
広
く
学
会
で

も
知
ら
れ
、
各
大
学
の
授
業

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
学
生
の
参
考
書
と
し
て

も
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
。

（
元
東
京
農
業
大
学
教
授

黒
澤
弥
悦
）

本
体
価
格
５
０
０
０
円
。

Ａ
４
判
上
製
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
。
東
京
農
業
大
学
出
版
会

（
電
話

－
５
４
７
７
－
２

６
６
６
）
刊
。

写
真
が
収
め
ら
れ
、
美
し
く

装
丁
さ
れ
た
写
真
集
で
も
あ

る
。
家
畜
を
通
し
て
ア
ジ
ア

地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
も

知
る
上
で
、
一
般
の
方
々
に

も
気
軽
に
手
に
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

本
学
で
は
名
誉
教
授
の
鈴

木
正
三
先
生
（
故
人
）
を
は

じ
め
田
中
一
栄
先
生
、
天
野

卓
先
生
が
当
初
か
ら
活
動
し

源
流
を
探
る
目
的
で
調
査
し

て
き
た
記
録
。
鹿
児
島
県
ト

カ
ラ
列
島
を
皮
切
り
に
、
ア

ジ
ア
地
域
の
国
々
ま
で
そ
の

活
動
を
広
げ
、
現
在
ま
で
に

調
査
を
終
了
し
た

カ
国
の

家
畜
の
形
態
・
遺
伝
的
特
徴

や
飼
育
に
関
わ
る
生
活
文
化

に
も
触
れ
た
民
俗
的
な
記
録

で
も
あ
る
。

９
０
０
枚
を
超
す
カ
ラ
ー

『
ア
ジ
ア
の
在
来
家
畜

写
真
か
ら
み
え
る
半
世
紀
の

記
録
』
の
写
真
集
が
８
月
７

日
、
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
昭
和

年
、
本
学

を
は
じ
め
鹿
児
島
大
学
と
名

古
屋
大
学
の
先
生
方
で
組
織

さ
れ
た
日
本
在
来
家
畜
調
査

団
（
現
・
在
来
家
畜
研
究

会
）
が
当
時
、
絶
滅
の
危
機

に
瀕
し
て
い
た
在
来
家
畜
の

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
の
ご
利
用
案
内

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ

ー
ル
（
校
友
会
館
）
は
大
学

敷
地
の
西
端
に
あ
り
、
学
生

寮
に
隣
接
す
る
緑
豊
か
な
閑

静
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

館
内
に
は
、
安
価
で
ご
利

用
で
き
る
休
養
室(

洋
室
ツ

イ
ン
２
室
和
室

畳
２
室)

や
会
議
室(

大･

中)

レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
生
、
現
役
生
、
学
生

保
護
者
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
校
友
の
ご
紹

介
が
あ
れ
ば
、
一
般
の
方
も

利
用
で
き
ま
す


予
約
は
６
カ
月
前
の
月
初

め
か
ら
受
け
付
け
。
平
日
午

前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
３
（
３
４
２
９
）
１

９
８
３

ド
で
。

校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
は

Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
で
き
ま
す

校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
の
紙
面

は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
（
平
成

年

月
以

降
）
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
。

支
部
総
会･

教
職
員
部
会

な

ど

に

ご

参

加

を

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
ま
た
は
延
期
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
例
年
は
都

道
府
県
支
部
で
支
部
総
会
や

教
職
員
部
会
、
女
性
部
会
な

ど
、
多
く
の
職
域
部
会
・
分

会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
母

校
農
大
の
近
況
を
知
る
機
会

で
す
。
再
開
の
折
に
は
こ
れ

ら
の
会
合
に
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

入
い
た
だ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

校
友
会
Ｈ
Ｐ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

校
友
会
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
校

友
会
本
部
の
会
議
予
定
や
内

容
、
都
道
府
県
各
支
部
の
役

員
、
支
部
規

程
、
支
部
総
会

の
開
催
予
定
、

年
度
計
画
、
活
動
報

告
な
ど
、
各
種
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま

す
。掲

載
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
本
部
に

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

随
時
、
支
部
の
ペ
ー

ジ
を
更
新
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
は
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

住

所

変

更

な
ど
の
ご
連
絡

住
所
変
更
や
改
姓
、
会
員

が
ご
逝
去
さ
れ
た
場
合
は
、

次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
連

絡
願
い
ま
す
。

①
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
に
新
し
く
「
会
員

名
簿
変
更
フ
ォ
ー
ム
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
入

力

で

き

ま

す
。

②
校
友
会
Ｈ

Ｐ
の
「
会
員

名

簿

変

更

届
」
に
ご
記

令
和
２
年
４
月
以
降
、
支

部
な
ど
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
方
の
み
記
載
。

令
和
２
年
４
月
以
降
、
支

部
な
ど
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
方
の
み
記
載
。

ＦＡＸ 03-3427-2271
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ア
ジ
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の
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家
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み
え
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家
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究
会
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

ー
グ
ト
ッ
プ
。
初
の
盗
塁

王
タ
イ
ト
ル
に
近
づ
い
て

い
る
。
両
リ
ー
グ
通
じ
て

も
ト
ッ
プ
だ
。

昨
シ
ー
ズ
ン
の
課
題
と

な
っ
て
い
た
打
撃
も
向
上

さ
せ
「
１
番
二
塁
」
に
定

着
、
打
率
は
２
割
７
分
３

厘
に
（

月

日
現
在)



守
備
で
も
俊
足
を
生
か
し

た
好
プ
レ
ー
を
連
発
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
優
勝
に
貢

献
し
た
。

周
東
選
手
は
農
大
二
高

か
ら
農
大
北
海
道
オ
ホ
ー

ツ
ク
を
経
て
、
育
成
ド
ラ

フ
ト
２
位
で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

か
ら
指
名
を
受
け
た
。
プ
ロ

２
年
目
の
昨
年
に
支
配
下
登

録
さ
れ
、
チ
ー
ム
ト
ッ
プ
の


盗
塁
。
昨
年
の
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ

プ
レ
ミ
ア

で
は
代
走
の
切

り
札
と
し
て
「
侍
ジ
ャ
パ

ン
」
の
世
界
一
に
貢
献
し

た
。

周
東
選
手
が

盗
塁
王
へ
王
手

「
異
次
元
の
ス
ピ
ー
ド
」

と
評
さ
れ
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

周
東
佑
京
内
野
手
（
平

産

経
）
は

月

日
現
在
、


盗
塁
を
マ
ー
ク
し
、
パ
・
リ

し
て
く
れ
た
。
力
あ
る
新
人

を
加
え
来
年
に
臨
み
た
い｣

と
語
っ
た
。

べ
て
５
分

秒
差
で

位
と

な
っ
た
。
個
人
順
位
で
は


位
の
高
槻
芳
照
（
ビ
ジ
ネ
ス

１
）

位
の
並
木
寧
音(

開

１
）
な
ど
１
年
生
が
活
躍
し

た
の
が
特
徴
。

小
指
徹
監
督
は
「
残
念
な

が
ら

位
に
終
わ
っ
た
が
、

１
年
生
が
６
人
出
場
し
、
う

ち
５
人
が
力
を
発
揮
し
、
来

年
に
期
待
が
で
き
る
走
り
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
駐
屯
地
内
を

周
回
す
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。
各
校

上
位

人
の
タ
イ
ム
を
合
計

し
て
競
わ
れ
、

校
が
予
選

を
突
破
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
農
大
チ

ー
ム
は

時
間

分

秒

で
、

位
の
専
修
大
学
と
比

の
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地

で
行
わ
れ
た
。
東
京
農
大
チ

ー
ム
は

位
に
終
わ
り
、
来

年
１
月
の
箱
根
駅
伝
へ
の
出

場
権
は
惜
し
く
も
逃
し
た
。

今
年
の
予
選
会
は
、
新
型

第

回
東
京
箱
根
間
往
復

大
学
駅
伝
競
走
の
予
選
会
が


月

日
、
東
京
都
立
川
市

実
験
実
習
も
多
く
、
相
撲
部

の
練
習
と
の
両
立
は
、
大
変

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
加
え
て
、
あ
な
た
は
母

校
、
熊
本
農
業
高
校
で

教
え
る
こ
と
を
目
指

し
、
教
職
課
程
も
履
修

し
た
の
で
す
ね
。
あ
な

た
が
角
界
に
入
り
、
番

付
を
上
げ
て
い
く
た
び

に
、
ま
じ
め
に
学
び
に

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と

が
、
話
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
関
と

し
て
の
重
責
も
担
う
こ

と
と
な
り
、
緊
張
の
日

々
が
続
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り

が
で
き
た
ら
、
一
度
、

羽
を
伸
ば
し
に
、
母
校
を
訪

ね
て
く
だ
さ
い
。
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

髙
野
学
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ(

要
旨)

正
代
直
也
さ
ん
、
大
相
撲

秋
場
所
で
の
初
優
勝
、

そ
し
て
大
関
昇
進
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

東
京
農
大
出
身
力
士

の
優
勝
は
初
め
て
で

す
。
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
中
で
、
地
震
や
水

害
被
害
に
遭
っ
た
古

里
、
熊
本
へ
の
思
い
と

同
時
に
、
東
京
農
大
相

撲
部
と
監
督
ら
指
導
者

へ
の
感
謝
を
語
っ
て
く

れ
た
の
を
聞
き
、
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
は
２
０
１
４

年
に
国
際
食
料
情
報
学
部
国

際
農
業
開
発
学
科
を
卒
業
さ

れ
ま
し
た
。
国
際
農
業
開
発

学
科
は
、
座
学
だ
け
で
な
く

ー
秋
季
１
部
リ
ー
グ
（
９
月


日
～

月

日
）

８
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
に
よ
り
行
わ
れ
、
東

京
農
大
は
準
決
勝
に
進
み
、

３
位
決
定
戦
で
慶
應
大
に
勝

利
し
、
全
日
本
学
生
ホ
ッ
ケ

ー
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ

レ
）
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

２
０
２
０
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ

北
海
道

学
生
野
球
秋
季
リ

ー
グ
（
８
月

日
～
９
月


日
）７

勝
３
敗
で
３
位
。

わ
大
き
な
声
援
を
受
け
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

農
大
Ｏ
Ｂ
力
士
と
し
て
多
く

の
校
友
か
ら
応
援
を
受
け
て

い
た
。
各
場
所
で
、
ひ
と
き

で
関
脇
に
ま
で
到
達
し
た
。

そ
の
速
さ
は
史
上
２
位
タ

イ
。入

幕
し
て
か
ら
は
、
東
京

俵
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
か
ら
の
昇
進
は

速
く
、
初
土
俵
か
ら

場
所

農
大
２
年
時
に
学
生
横
綱
に

な
り
、
大
相
撲
幕
下
十
五
枚

目
格
付
出
の
資
格
を
獲
得
し

た
。
し
か
し
大
学
卒
業
を
優

先
し
、
こ
の
権
利
を
用
い
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
学
業
を

お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
同
資
格

を
再
度
取
得
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
平
成


年
春
場
所
の
前
相
撲
で
初
土

豊
山
の
内
田
勝
男
さ
ん
（
昭


化
）
以
来
で
、
２
人
目
、


年
ぶ
り
。

正
代
関
は
熊
本
農
業
高
校

で
国
体
個
人
で
優
勝
、
東
京

た
の
は
初
め
て
。
熊
本
県
出

身
の
力
士
と
し
て
も
初
優
勝

と
な
っ
た
。
校
友
の
大
関
は

昭
和

年
、
大
卒
力
士
と
し

て
初
め
て
大
関
と
な
っ
た
元

大
相
撲
秋
場
所
で
初
優
勝

し
た
正
代
関
（
本
名
＝
正
代

直
也
、
平

開
）
は
９
月


日
に
大
関
に
昇
進
し
た
。
東

京
農
業
大
学
校
友
が
優
勝
し

本
選
手
権

位
で
シ
ー
ド
権

を
逃
し
て
い
た
た
め
、
全
日

本
へ
の
出
場
は
か
な
わ
な
か

っ
た
。

推
薦
対
象
校
と
な
っ
て
い
た

が
、
東
京
農
大
チ
ー
ム
は
惜

し
く
も
５
位
。

東
京
農
大
は
昨
年
の
全
日

第

回
全
日
本
大
学
女
子
駅

伝
対
校
選
手
権
大
会
関
東
地

区
推
薦
校
選
考
会
（
９
月


日
、
千
葉
県
印
西
市
松
山
下

公
園
陸
上
競
技
場
）

第

回
関
東
大
学
女
子
駅

伝
対
校
選
手
権
大
会
が
中
止

と
な
り
、
各
校
６
人
の
５
０

０
０
㍍
の
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス

で
全
日
本
選
手
権
（
杜
の
都

駅
伝
）
へ
の
出
場
校
の
選
考

が
行
わ
れ
た
。
上
位
４
校
が

東京農大出身の大相撲関取の過去３場所の成績

場 所

令和２年９月場所
（秋場所両国国技館)

令和２年７月場所
（両国国技館）

令和２年３月場所
（大阪場所）

時栄（冨栄秀喜・平31森）
令和２年９月場所(秋場所･両国国技館)幕下 ７枚目 ２勝５敗
令和２年７月場所(両国国技館) 幕下 17枚目 ５勝２敗
令和２年３月場所(大阪場所) 東幕下 24枚目 ４勝３敗

正代

熊本県／時津風
(正代直也･平26開)

東関脇
13勝２敗 優勝
殊勲賞 敢闘賞

東関脇
11勝４敗
敢闘賞

西関脇
８勝７敗

豊山

新潟県／時津風
(小柳亮太･平28森)

東前頭４枚目
２勝６敗７休

西前頭筆頭
５勝10敗

東前頭３枚目
８勝７敗

初
賜
杯
を
手
に
笑
顔
の
正
代
関

校
友
大
関
が
誕
生

正
代
関

は
初
優
勝
と
Ｗ
の
喜
び

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
と
経

済
活
動
の
両
立
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
人

々
の
動
き
が
活
発
に
な
る

と
、
ま
た
各
地
に
感
染
が

広
が
る
。
マ
ス
ク
、
う
が

い
、
手
指
の
消
毒
、
身
体

的
距
離
の
確
保
な
ど
、
基

本
的
な
感
染
防
止
を
徹
底

し
た
い
▼
本
学
で
は
感
染

防
止
策
を
徹
底
し
た
上

で
、
後
学
期
か
ら
一
部
で

対
面
授
業
が
始
ま
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生
が
徐

々
に
戻
る
も
、
活
気
あ
る

元
の
状
態
は
ま
だ
遠
い
。

来
春
の
学
位
記
授
与
式
と

入
学
式
は
い
か
に
▼
こ
う

し
た
中
、
大
相
撲
秋
場
所

で
正
代
関
が
初
優
勝
、
大

関
昇
進
を
果
た
し
た
。
日

本
中
の
校
友
が
歓
喜
し
、

元
気
を
も
ら
っ
た
。
海
外

各
地
の
校
友
か
ら
も
祝
福

の
声
が
届
い
た
。
ス
ポ
ー

ツ
は
人
を
元
気
に
す
る
力

が
あ
る
。

（
安
達
）

編
集
委
員

委
員
長

豊
原

秀
和

（
副
会
長･

名
誉
教
授)

委

員

穂
坂

賢

（
醸
造
科
学
科
教
授
）

委

員

上
岡

美
保

(

常
任
理
事･

国
際
食
農
科
学
科
教
授)

委

員

緒
方

和
彦

(

法
人
本
部
総
務･

人
事
部
長)

委

員

安
達

哲
司

（
事
務
局
長
）

ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

陸
上
競
技
部
女
子

＝
強
化
指
定
部

陸
上
競
技
部
男
子

＝
強
化
指
定
部

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部

＝
強
化
指
定
部

箱
根
今
年
も
残
念

１
年
生
活
躍

来
年
に
期
待

東京農大１年生が力強い走りで上位に食
い込んだ

農
友
会
活
動

ますますのご活躍を

打撃も好調。月８日の西武戦でも二塁打
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